空襲 都 日記 ( 一 ) 



はしがき 

二週間 ほど 前より、 帝都 も かねて 覚悟して いたと お 

り 「空襲され る 都」 と はなった。 

来 機 の 編隊 は、 三日に あげず 何十 機 も 頭上に き 

て、 爆弾と 焼夷弾の 雨 を ふらせ、 あるいは 悠々 と 偵察 

して 去る。 

味方の 戦闘機の 攻撃 も はげしく なり、 地上 部隊の 高 



〇 昭和 十九 年 十一 月 一 日に、 来 機の 初空 襲が あった。 

少数 機だった。 偵察の ためと 思われた。 (※マリアナ 基地 

からの Bgr 東京 を 初 偵察) 

一 万メ— トル あたり を 飛来、 味方 戦闘機が 出動した 

が 間に合わず、 高射砲 もさつ ぱリ 当たらなかった。 敵 

機 は悠々 と 退散した。 白い 飛行 雲 をう しろに 引きな が 

ら。 

〇 こんな ことにな つたの も、 サイ パン 島 を はじめ テニ 

アン島、 大宫島 (グアム島) が 敵の 手に 渡った ためで 

ある。 



うわさに よると、 敵 は を 発出させる ために、 サ 

ィ パン 島の 外まで 埋め立て、 滑走路 を 長く して、 実施 

して いるそう である。 

〇 アメリカの 放送 は 「BS ではない」 と 言って いる。 

しかし 何とい う 種類の 機で あるか は 言わない。 B おで 

はない かとい う 説、 PBX の 一 つで はない かとい う 説 

が ある。 それ は の 改良 型で、 長距離 偵察 用と して 

試験 製作 中の もの だとい う。 とにかく、 銀色の 巨体に、 

四つの 発動機 をつ け、 少なくとも 三百 ノットの 速力で 

高々 度 を 飛んで 行く 敵機であった。 



本格的な 空襲 は、 昭和 十九 年の 十一月 二十四日から 

始まった。 (※マリアナ 基地からの 約 TO 機、 東京 を 初 爆撃) こ 

の 日 (欠字) に 警報が 出た が、 間もなく 空襲警報 とな つ 

た。 敵の 編隊 は 伊豆 半島 方面より 侵入、 なお 後続 部隊 

ありと いう 東部 軍管区 情報 は、 今日の 空襲が 本格的で 

ある こと を 都民に 知らせた。 「東部 軍管区 情報」 を 都 

民が 非常に 期待す るよう になった の は、 この 曰から だ 

といって いい。 

高射砲が 鳴り だ し、 待避の 鐘が 世 田 谷 警察署 の 望楼 

ひで 

から 鳴り だした。 英 (※海 野 夫人) や 松ち やん (※海 野 家のお 

手伝いさん) などが まだ ぐずぐずして いるの を 叱りつ け 



警報 その他 や、 敵の 爆撃の 音 や、 味方の 機 や 砲の 音、 

待避の 鐘の音な ど を 注意して いる ことにした。 壕内は 

暖 いが、 この 階段のと ころ はや や 寒い。 板 も 冷える。 

直接 土に 接して いるた めであろう。 

子供た ち は 待避 中元 気で ぁリ、 わ あわ あさ わいで い 

て、 心配して いた 私 は 安心した。 大家 (※萩原 喜 一郎、 隣 

家) さんの 長男の 亮嗣君 (二年生) と 二 女の しょう子 

ちゃん も 入って くるので、 皆 は 一層 元気よ くわ あわ あ 

さねぐ。 

大人の 方 は 「あ、 待避の 鐘が 鳴った」 とか 「情報 だ、 

静かに なさい」 とか 「今 聞こえる 音 は 爆弾だろう か、 



〇 午後 七 時半 ごろ、 警報 鳴る。 晴夜 だ。 家族 を 壕へ入 

れる。 敵 は 二 機 だ。 帝都の 西方 (わが 家 は 帝都 西部に 

位置す る (※東京都 世 田 谷 区 若 林 町)) より 北方へ 抜けた が、 

また 引返して きた。 珍しく 高射砲が 鳴り だした。 

「壕へ 入って よかった」 と 誰かが いう。 

かなりた くさん 発砲した。 あとで 情報 は 二 機に 命 

中 確実」 と 伝えた。 「よかった」 と 寝床の 中から、 皆が 

いった。 

残る 一 機 は 南方へ 去った。 

十二月 十 一 日 



〇 萩原さん の 防空壕 は、 大工さん が 入り、 棚な ども 吊 つ 

た 由。 亮嗣君 はいつ もうち の壕 へきて いたのに、 この 

ごろ こなくな つた。 

〇 夜半、 午前 二 時半 ごろ 警報 出る。 伊豆 方面より 敵 一 

機 北東 侵入。 一機の こと 故、 子供 は 起こさないで おき、 

家内の 灯 管 (※灯火管制。 夜間、 敵機の 来襲に 備えて、 灯り を 遮った 

リ 落とした リす こと) と ラジオと 壕の 点灯 だけ を 用意して 

おく。 

晴夜に して、 既に 十一 日 過ぎの 三日月 は 東天に かか 

り、 星 はきら きらと 天空に 輝き、 寒々 としてい る。 高 

射 砲が 鳴り だした。 



で 「はは あ、 これ は 夢 だ わい」 と、 目 を さました ので 

あった。 二度目 は、 貨車 一台 ほどの 油脂 焼夷弾が こつ 

ちの ビルへ 落ち、 そこら 中に 火 を ふりまき、 私 はたぶ 

ん晴彦 (※長男) を 連れ、 二人とも ハダ シ ゆえ 近所へ 長 

靴 を 借りに 行った ところで、 本 ものの プ— が 鳴り、 目 

がさめ た。 

私 は 神経が するどい 方で あり 「警報 を 聞きの がして 

はならぬ」 と 思って 眠る ので、 こんな 夢を見る ので あ 

ろうが、 ひとつ 眠り 方 を 変えなければ ならない と 思う 

〇 隣組の 防火 班長さん、 なかなか 実直な 人で、 うちの 

小路まで いつでも 「警報 解除」 を 告げに きて くれる。 



この 人 も、 二度目の ときには こなかった。 寒い し、 眠 

いし、 それにた いした ことで はない ので、 班長さん に 

は 無理 をして もらわぬ 方が いい。 

十一 一月 十三 日 

〇 名 古屋、 清水 あたりへ 敵機 来襲。 「地上 施設に 損害 

を 受けた」 という 発表が あつたので、 心配して いる。 

この 日 は、 帝都へ は 四、 五 機ぐ らいであった。 ねえ や 

(※お手伝いさん) のお 父さんが きていて、 初めて この 招か 

、ざる 客 を 見る。 

暁の 三時に、 また 敵機 一 つ 来る。 毎夜つ づけて くる。 



の 空襲のと き は、 西南西の 林 越しに ちらちらと 火が 見 

えた。 てっき リ 焼夷弾が 落ちて、 こっちに 横流れに 流 

れて くる ものと 思い、 壕を 出て 垣根から のびあがって 

透かして みたところ、 焼夷弾に あらず して 照明弾 だつ 

た。 それ も かなりの 遠方に 見えた。 

〇 昼間、 敵機の 爆撃 音が すごくな り、 味方の 高射砲 も 

どんどん 撃ちまくる となれば、 恐怖心 もど こかへ 吹つ 

とんで しまって 「おのれ、 敵の 奴め、 味方よ、 撃て 撃 

てきがいしん 

て！」 と 敵愾心で 身体 中が 火の ように 燃える。 

〇 良 太 (※甥) 君の 宿所 附近 二百 メ— トルのと ころに 爆 

弾 一 発 落下し、 畠に 大きな 穴 を あけた が、 附近の 家に 



被害な く、 ガラス も 割れなかった という。 畠 はや わら 

かいから、 爆発しても その 爆風 は 土壌の 圧縮に よって 

相当の クッションになる らしい。 

〇 護国寺 裏の 町に 爆弾が 落ちて、 壕 内に 入れて おいた 

二 歳と 五 歳の 幼児が 圧死し、 母親 は 見張 中であって 助 

かった 由。 壕が 家屋に 近い こと は 不可。 壕の 屋根が 

しっかり していな いこと は 不可。 

〇 焼夷弾 は 左 図の ごとし。 燃える テ ー プを ひいて いる 

由。 

(※カット 「焼夷弾の 図」 入る。 ； ^上段) 

〇 風呂屋 は 従来 十六 時より 一 一十三 時までの 営業だった 



のが、 近 ごろ は 十五 時から 十八 時までと なった ため、 

大 混雑の 由。 

風呂屋 は ガラス張りの 部分が 大きく、 夜の 灯火管制 

が やれない ためだと いうが、 ひとくふうあって ほしい 

もの だ。 

〇 うちの 便所 灯が つけ 放しで、 裏の 田 中さん から 注意 

を 二回 受ける。 私の 見廻り もよ くない わけで、 これ か 

らは、 警報 発令と ともに 消して まわる ことにした (電 

球 を ひねる)。 

〇 夜中に また 警報。 起きて みたら 雪であった。 ハツと 

心配した こと は、 家屋から 壕 内へ 引いて ある コー ドの 



ことであった。 第 四 種 線がない ので、 コ— ドを 使って 

ある。 しかし これで は 濡れる とすぐ ピリ ピリ 感電す る 

ので、 過日 用心の ため、 その上に セロ ファンに 糊の つ 

いた テ ー プを卷 き、 さらに その上から 油紙 (といって 

も 昔の ものと は 違い、 あぶない もの だ) を 細く 切って 

巻いて おいた。 果たして これで もっか どうかと 案じ、 

さらに その上に エナメル を 塗る ことにした。 エナメル 

塗 はコ— ドが 垂直に 垂れる 部分し かやって なかった の 

で、 私 はこの 雪で 心配した わけ だ。 しかし どうしょう 

もない ので、 そのまま 放っておいた。 

朝に なって コ— ドに さわって 調べて みたら、 案外 



いい 放送なん だが、 惜しい こと だ。 

〇 防空壕の 中の 夢で、 敵機から 焼夷弾 を 投下され ると 

ころ をみ ている。 ばかな 話 だ。 

〇 目下の 私の 服装 は 次 (※底本で は 「次」 は 「下」) 図の ごと 

し。 

(※カット 「服装の 図」 入る。 i 下段) 

十二月 一 一十 七日 

〇 一昨夜と 昨夜と は 敵機の 来襲 もな く、 珍ら しい こと 

であった。 おかげで 暖かく 寝られた。 その後 放送で 初 

めて 知った が、 二十 五日 夜 八 時に サイ パン 島へ わが 航 



空隊が 突撃した 由な り。 そのために 相手 は こられな く 

なった わけ。 私達 はいい 気持で 寝、 代りに 勇士た ちが 

死地に とび 込み、 そのうちの 何人 か は 散華す る。 貴い 

代償 だ。 一夜の 暖睡の 貴 さよ。 眠って いて は 相 済まぬ。 

いや 眠らせて 頂いて、 起きたら 散華の 勇士た ちの 成仏 

せられる よう 働かねば なるまい。 

〇 きょう 二十 七日、 果して 敵機 はやって きた。 こない 

だの 一 一十 五日の クリスマスの 晚を滅 茶々 々にして やつ 

たお 返しであろう。 アメリカ 兵と きたら、 いつでも こ 

のお 返し をす るの が 習慣 だ。 こちらと して は 二十 六日 

の 開院 式 (※第 八 十六 通常 議会) のこと も あり、 ちと 気の毒 



〇 実際に 「西 進」 と 聞いた 私 は、 原稿 を 書き だした。 

すると 「反転 東進」 の 情報が 入リ、 しかも 数 編隊 あり 

という ことなので、 これ はこつ ちへ くるな と 思い、 表 

の 八 畳に 腎臓病で 寝て いる 昌彦 (※三男) を 防空壕に 入 

れ るよう 家人 へ 注意した ので あ つ た。 

〇 ねえ やのお 父さん、 この 前 も 昼 空襲 を 体験、 きょう 

もまた 体験、 病 治って 戻って きたよ ねち やん は 初の 体 

験、 どうかな あと 気をつけて 観察して いたが、 やつば 

リ 落着いて いるので 安心す る。 

〇 きょう も 敵の 一機が ひどく 煙 を ひいて、 編隊に 遅れ 

たばかり か、 ついに 東南 方向に 水平 錐 もみに はいった 



の をみ て、 大いに うれしかった。 近 ごろに ない うれし 

さであった。 下の 町で もどつ と 歓声が あがる。 うちの 

壕か らも、 子供 や 大人が みんな 飛び だして、 わ あわ あ 

と 大喜び。 それから あと、 もっと 敵機が こない かと 待 

ち 遠し く 感じた。 

〇 その 編隊の 二番 機 も 薄いながら 煙を曳 いていた。 煙 

曳き機 は 一 一機 見た。 

〇 爆 煙 か 火災の 煙 か 知れない が、 荻 窪と 中 野の 方に あ 

がって いたが、 まもなく 薄れた。 

〇 七 時の 大本営 発表 「五十 機 来襲、 十四 機 撃墜 (内不 

確実 五 機)、 損害 を 与えた る もの 二十 七 機、 わが 損害 四 



機 (体当たり 二 機 を 含む)」 相当の 戦果 だ。 

〇 きょう 空襲 中の 情報に 「相当 戦果 を あげてい る。 な 

お 戦果 拡大 中」 とあって、 大いに 都民の 士気が あがつ 

た。 

錐 もみて 墜 つる 敵機 や 暮の空 

錐 もみの 敵機に 沸く や 暮の町 

敵 一 機 錐 もみに 入る 空の 寒さ 

墜 ちかかる 敵機の 翼に 冬日 哉 

錐 もみの 敵機に 凍土 解けに けり 

錐 もみの 敵機 や 冬日 うらら かや 



〇 いつも 夜中、 警報 中に 「おい、 灯 かりつ いとる ぞ！」 

「灯 かり 消せ！」 と どなり立て ている 丘の 下の 町に、 

きょうは どっと 歓声が あがる の を 聞いた。 いつも 怒 

鳴って いた 人 も、 どなられた 人 も、 ともに 声 を 合わせ 

て 万歳 を 叫んで いた。 

墜 ちかかる 敵機 は 冬 陽 を 散らしけ り 

" の 翼に 冬 陽 散る 

〃 の 撥ねし 冬 陽 哉 



十二月 一 一十 八日 

〇 きょう 午後 一時 半 ごろ、 高射砲 音 轟く。 外へ 出て み 

ると、 一機 北方の 空に 西から 東へ 雲を曳 いている。 眼 

鏡で みれば、 まさしく 敵機な リ。 ただし 警報 出で ず。 

あとで 言訳の ような 東部 軍管区 情報が 出る。 

〇 午後 三時 十五 分、 珍ら しく 警報が 出、 ついで 空襲 警 

報と なる。 朝から 高 橋 先生が 来て おられ、 また 江 口 詩 

人 氏が 原稿料 (「日章旗」 創刊号の) を 持って きて くだ 

さった ので、 何 は ともあれ 防空壕へ と 裏へ 御 案内し、 

はいって いただく。 この 日 敵機 三 編隊 計 九 機位が 関東 

北部 をう ろうろ していて、 帝都へ は なかなか 近 よらず _ 



そのうちに 情報が 出て 「敵機 は 依然として、 関東 北部 

を 旋廻 中な り。 薄暮 時期 帝都に 侵入のお それ ぁリ、 警 

戒を 要す」 とのべた。 さあ 松 ちゃんが 驚いて 「敵 百 五 

十 機が 関東 北部で 廻って いて、 こっちへ 入って くる」 

と あわてふためく。 こっち は 訳が わからず、 いろいろ 

問答して いるう ちに 「薄暮 時期」 が 「百 五十 機」 と 聞 

こえた とわ かり、 大笑いと なった。 

しかし 後刻、 萩原さん (隣家) のお じいさんが 野菜 

を もってき て くれたと き 「いま 百 五十 機く るって ね」 

と 話しかけられて、 おやおや ここに も 早 呑 込みが いる 

と 驚いた が、 なるほど 「薄暮 時期」 と 「百 五十 機」 と 



十二月 一 一十 九日 

o きの、 つ 岡 東 (※岡 東浩。 海 野の 神 戸一 中 時代の 友人。 三菱 商事 勤 

務。 麻布に 居住) 夫人が きて、 「さっき 警報 発令 前に、 麻布 

十番へ 焼夷弾が 落ちた」 と 話して 行った。 きょう 博 文 

館 の 新 青年 女史が きて 「あれ は 十 番のカ —ブを 電車が 

急に 通った 時に 高音 を 発し、 それが 警防団 員 の 耳に 焼 

夷 弾が 落ちた ように 響いた ものです」 と 訂正した。 時 

節 柄、 神経過敏の 度 もい よいよ きつくな つてき た。 

〇 うちの 女房 も、 情報が 「少数 機」 と 言った の を 「五 

十 機」 と 聞き違えた。 きのうの きょうだから、 おかし 



レ 

〇 「帝都 住宅の 地下室 化」 を 提唱す。 つまり 敵弾で 遅 

かれ 早 かれ 焼かれて しまう であろうから、 焼ける の を 

待つ よりいつ そのこと、 その 前に 自分の 手で 破壊し、 

その 資材 を 利用して 少数 間 を 有する 地下室 をつ くれと 

いうので ある。 投書の 形に して 毎日 新聞 文化 部の 久住 

氏へ 送る。 (なおこの 際 思いきって 生活の 簡素化 を は 

かれと も 記した) 

十二月 三十 一 日 

〇 一昨夜、 敵 三回 目の 空襲に は 油断が あったら しく、 



が 痛い。 暁 前の 寒さが ひとしお こたえる。 目下 下痢 気 

味なの は、 あるいは 壕で 冷えた せいか。 

〇 酒の 特配に 喜びな し。 酒 を 呑まない ためだ。 煙草の 

特配に 喜びな し、 煙草 は 吸わない ためだ。 正月が くる 

というのに、 一体 何の 喜びが あると 身辺 を ふりかえつ 

たのに、 三つの 喜びが あった。 一 つ は 去る 二十 七日の 

敵機 錐 もみ 撃墜の こと、 第二 は 敵 米英、 ことに 米の 生 

産 補充 陣が大 消費に 喘ぎ だした という 二 ュ ー ス しきり 

なること、 第三に 家族 一同 無事なる こと。 

一月 一 曰 (昭和 一 一十 年) 



の 三 軒 隣り の 前の 五 間 道路に、 敵 爆弾が 落ちた とのこ 

と。 両側の 家の 一 方 は 模型飛行機 店で 店 だけ こわれ、 

他方の 家 は 半分 吹きよ じれた。 人の 損害 は、 前の 防空 

壕に 一方より 圧力が かかって 壕が くずれ、 上から は 土 

砂が 落ち、 赤ちゃん 一 名 圧死。 

道路 をつ きぬけて 破裂した 敵弾 は、 径十 センチば か 

りの 水道 鉄管 を ふきあげ、 それが 路上に 電柱の 如く 

突っ立ち、 あたり は 水に て 池の 如し、 という。 また 三 

千 ボルトの 高圧線 切断し、 その スパ ー クが、 瓦斯 管の 

破損 個所から 出る 瓦斯に 引火して 燃え 出した。 

伊東 君の 家の 南側 ガラス (爆弾 は 南側に おちた) は 



しゅる しゅる という 音 だけ は 聞いた そうな。 近いと こ 

ろで は 案外 音が しないと いう 話が あるが、 それに 適 中 

する 

近所の 人 も わりあい 落着いて いる 由。 この 際 引越し 

て も 輸送が うまく 行かない こと、 敵弾に 当たれば 運が 

悪い と あきらめようと いう 気持、 自分のと ころ は大丈 

夫 だとい う 気持な ど が プラスに 動いて いるら しい。 

附近に 四 発 落ちた。 荻 窪の 中島 工場 (まだ ほとんど 

無傷) を 狙った それ 弾か、 荻 窪 駅 を 狙った のか、 それ 

とも 桃 井 第二 国民学校 を 狙った のか、 それが 分らない 

とのこと。 



だった。 身 は 焼夷弾の 海の 中に おかれた ため、 大 奮闘 

し、 焼夷弾の 処置 や、 火災 を 起こし かけた 墓 茶屋の 消 

火に 従事し、 それより 急 を 防護 本部に 知らせる など 大 

活躍した。 仲々 の 殊勲で あり、 又 貴重なる 体験で ある。 

彼の 談話の 中から 重要な 点 を あげてみ ると —— - 

〇 焼夷弾 (油脂) はたし かに 座金の 方 を 手袋の ままつ 

かむ ことが 出来る。 

〇 いやによ く 火 は 燃え、 手袋に ついたり 衣服に ついた 

りする が、 ワセリンみ たいな 油が 燃えて いる だけで 熱 

く はない。 もみ 消せば 消える。 水で は 駄目。 

〇 靴で 踏み消せば 靴が だめになる。 火 叩き は 有効。 



〇 落ちた 瞬間、 あたり は 火の 海と なる。 そのと き 呆然 

自失して はいけ ない。 

〇 火事に なりそう な もの を 早く 消し、 道路 上の もの は 

放ってお くが よい。 

〇 漏 光が あつたの を、 敵が 投弾 目標に した こと は 明白。 

〇 手 を 負傷した 者まで 担架で 運ぶ の はどう かと 思う。 

〇 カンフル ばかり 医師 はう つ。 

〇 焼夷弾の 座金に 直撃され て 負傷した 者が 続出した。 

自分 は 幸いに 助かった。 (コンク リ ー ト 塀のう しろに 

かくれた 為、 あとで 考える とこれ がよ かった) 

〇 墓地 だけに 八十 発お ちていた。 



〇 焼夷弾の 力 ゴの大 座金 は、 厚さ 二 センチ 位の 大きい 

丸 盆の 大きさ。 二階から 屋根 をぬ いて 階下に おち、 あ 

るい は 平屋の 屋根 を 通って 床下にまで 落ちる 力が ある 

と いう。 

〇 火が ピ ラビラ 見えて いるう ちに、 実弾の 方 はすで に 

下に 落ち、 ぱ あっと 発火す る。 

〇 時限装置ら しきもの も 落ちて いた。 

※ 

〇 昨夜 吉岡専 造 (※朝 曰 新聞社 カメラマン。 一九 四 二 (昭和 十七) 

年に 海 野が 海軍 報道 班員と して 従軍した 際、 共に ラバウルに) 君が 来 

てく れ快談 中、 第二の 珍客 山 田 誠 君が 来宅。 その 山 田 



とどろき 

君の 家 は 玉 川 等々 力。 この 前の 投 弾のと き、 山 田 君の 

隣組 だけ は投 弾な く、 周囲の 全 隣組に 落下した 由。 

〇 二 軒 建の 家の 一方で は 八 発の 焼夷弾と 戦い、 やっと 

消した と 思う と、 隣り の 家に 落ちた ものが 燃えさ かり、 

戸棚よ リぷぅ つ と 火 を ふき 出して 燃えて しま つたと い 

、つ。 

隣家で は 細君と 子供が、 押入 内に 入って いて 落 弾に 

注意 を 払わなかった 由。 

〇 毎夜 八十 戸 だ、 二百 戸 だと 焼ける。 

〇 中島 工場 は I、 宮城 はおの 地図 を、 敵が 用意して い 

る。 



〇BS の 爆音が 放送され たが、 実物と ちがう 事 甚だし 

く、 参考に する に は 骨が折れる。 

一 月 八日 

〇 去ル 五日 二 気ガ附 イタ コトデ アルガ、 イツ ノ間ニ 力 

左 眼 ガワ ルク ナツ ティル ノダ。 黒点 ガ見 ェ、 強 ィ光デ 

網膜 ガヤ ケタ トキノ 感ジガ ァリ、 且 ツチ ラチ ラト 電線 

ノ 雑音 ミ タイナ モノ ガ盛ン 二 動 クノデ アル。 

ソ ウイ エバ 昨年 ノ暮 空襲 デ クライ 外へ 出タ トキ、 左 

ノ眼 ガイ ャニ 暗ィ 感ジガ シ タシ、 マタ室 ニイ テモ 変デ、 

左ノ マツ 毛に 目ャニ デモ ツイ ティル ノデ ハナ イカ ト気 



た。 敵機の 燃料 タンク か、 味方の 戦闘機 かと ひやひや 

する。 わからず、 そのうちに 見て いる 双眼鏡の 中に 一 

機 もえて 真紅に なって おちる のが ある。 前 見た 戦闘機 

かと ひやつ としたが、 かなり 形が 大きい ので、 敵機と 

も 見えた。 どうぞ 敵機で あるよう にと 祈る。 

〇 後刻、 陽子 (※次女) が 学校 (山 脇 高 女) ょリ 帰って来 

て、 真 赤に なって 敵機が 落ちた 事、 それが 途中で 空中 

分解して ばらばら になった 事 を 話す。 私が 「本当に あ 

れは 敵機 か」 と 真剣に 訊けば、 陽子 「だってず いぶん 

大きい 飛行機 だつ たんです もの」 「そうか、 よし、 よし」 

と、 私は大 機嫌であった。 



〇 眼疾 あるた めに、 空 を 見れば 一 面に 水玉が あらわれ、 

また 視力 も 落ちて いて (おまけに やや ミスト ぁリ) 今 

日 ははつ きり 味方 機の 活動 を 見る 事が 出来なくて 残念 

だった。 

〇 昌彦 (※三男、 病臥 中) に 初めて 敵機 (二 機) を 見せる。 

よろこんで おった。 

〇 この 日 敵機が 関東 北部へ 向かった というので、 さて 

は 小 泉、 太 田の 中島 飛行機 工場へ 行った かと 舌打ちし 

たが、 そのうちに 敵機 隊は 南下 を 開始した。 爆弾 は 関 

東北 部で 落として 来たの か、 それとも 帝都へ 落とした 

つまびら 

のか、 詳 かならず。 



武勲 も ほとんど 新聞に 出ない。 

一 月 十二 日 

〇 昨夜 モ敵 三回 来襲 ス、 薄雪 ァリ 冷雨 時 二 落 チ冷ェ 込 

ムコト 甚シ、 遠方 二 男女 ノ 警防団 員ノ 声ス、 皇土ヲ 護 

ル 当代 ノ人々 ナリ、 感涙 ヲ禁ジ 得ズ。 

〇 今日 慶大 病院 眼科 ノ 桑原 博士 ノ 診察 ヲ受ケ タリ 

AUTOiospasmus retinae なる 由。 当分 手当 ヲ受 ケル 

コト トナリ タリ。 ナオ ルャ ナオ ラヌャ 今後 ノ 観測 二 俟 

ッ 外ナキ ラシィ。 「頭ヲ 使 ゥナ、 精神 ノ 安静 ハ薬 以上 

二 効果 ァリ」 ト言 ヮル、 頭脳 稼業 ノ 吾等 二 ハ痛 ィコト 



ナリ。 

一 月 十四日 

〇 敵機、 一昨夜 も 昨夜 も 来ず。 どうしゃが つたろう。 

一 月 十九 日 

〇 敵機 昨夜 も 帝都に 来らず、 どうした かと 思って いた 

ところ、 放送に よると 昨日 来阪 神へ 三回 も 来、 今暁 も 

来たし、 朝 九 時 頃 も 来た 由。 続いて 午後に なって BST 

八十 機が 阪神 初空 襲 を 行なう。 その 前に 関東と 名古屋 

方面へ 少数 機で 牽制して、 それから 入る。 いくら 牽制 



しても 阪神へ 入る こと は 見え透い ている。 

帝都、 名 古屋の 前例に 鑑み、 阪神の 重要 工場 は 疎開 

を 完了して いたか どうか。 川 西 航空機 は 如何？ 神 戸 

製鋼 は 如何？ 

〇 一 昨日、 、水田 (※長女、 朝 子の 婿の 永 田徹郎 海軍 大尉) の 新 世 

帯の ある 八日 市場へ 行き 泊った。 十八 日 帰った。 

〇 祖母、 伊予より 十八 日 突然 帰る。 

一 月 一 一十 六日 

〇 眼が 悪くな つてから、 書く ことが かなりの 大 仕事と 

なり、 書け なくなった。 



〇 空襲 は 名 古 屋、 阪神 方面に 移行し、 このところ 東京 

は 昼も夜も 警報から 遠の いている。 おかげで 夜 も 温く 

寝られる わけで、 今のう ちに 過日 来の 疲労 をと りかえ 

して 置かねば ならぬ。 

一 一月 三日 

〇 今夜、 節分な り。 晴彦 と暢彦 (※次男) に 年男 を やら 

せる。 元気で 二人 声 を 揃えて、 「敵 撃滅、 鬼 は 外」 とや 

り、 ばらばらと 大豆 を まく。 

〇 敵機、 この頃 東京 襲撃が とかくと ぎれ 勝ちな り。 昼 

間の 大空 襲 も 停頓して いるら しい。 何 か 変化 を 見せる 



ある。 たぶん 太 田、 小 泉 等の 中島 飛行機 製作所が やら 

れ たのであろう。 

あそこが やられる であろう こと は、 i 刖々 から 分って 

いた。 また 数日 前 も 敵機が きょうと 同じ コ —スで 二度 

も 入って 来て いる。 熊 谷の 陸軍 特攻隊 も 手ぐ すね ひい 

ていた 箬。 む ざむ ざ やられる ような こと は あるまい と 

思う が、 「若干 ノ 損害」 と は 気になる。 

また 一方に 於いて 疎開 もやって いた はず だから、 う 

まく 行けば 案外 建物 を こわした に 止まる や も 知れず、 

いくら 神経の のろくさい 軍 官民の 指導者た ち も、 今度 

はちゃん とやつ ておいて くれたろうと 思う が、 さあ B 



用 は まだまだ 致し かねる をい かに せんや。 

〇 戦果 発表 「十五 機 撃墜す」 II 十 一 日 午後 三時。 



二月 十一 日 

〇 荻 窪 や 京浜 街道 附近の 友人た ちが 移転 を 希望し、 世 

田 谷に 望み を 持って、 家 を 探して くれと 頼んで 来る の 

ち つと ち 

が 多い。 まことに 尤 もな ことで ある。 しかし 世 田 谷 

は なかなか 家が 手に入らない。 誰し も 安全地帯と 思つ 

て いるせ いであろう。 

が、 昨日 今日、 二 軒ば かり 明きそう。 一軒 はもう 敷 



金と 家賃 を 払 込んで 置いた。 一 一十 五 円と いう 安い 家 だ。 

しかし 「早く 見に 来なさい」 と 知らせて 置いた 友人 は 

い つ こう 来らず、 今度 は 入り 手 あり やと 心配す る 立場 

とな つてい る。 

一 一月 十一 一日 

〇 慶応 病院 へ 行く 途中、 省線 (X JR とな つ た 国電の 旧称) 千 

駄ケ谷 駅 へ 電車が ついた とき 警報が 出る。 一 機 来たら 

しい。 この 敵機、 わが 制空 機 部隊に よって 撃墜され、 

姚 子の 向こうの 海へ 落ちた と 発表 あり、 みんな うれし 

がる。 一機 来て、 こうはつ きり 墜 としたの は、 これが 



最初で ある。 

午後 七 時 頃、 敵 一機 来襲。 西から きて 帝都 を 東に ぬ 

け、 関東 を 旋廻して 東方へ 去る。 朝方の 味方 機の 消息 

を 調べ に 来たので あろう。 

o 徹 ちゃん (※娘婿の 永 田徹郎 海軍 大尉) 転勤の 由。 ム マの 香 

取 航空基地より、 鹿児島県 下の 辺ピ なと ころへ 行く こ 

とに なった という。 

一 一月 十三 日 

〇徹 ちゃん、 香 取 航空基地より 親子 を 連れて、 寸暇に 

顔 を 出して くれる。 十五 日 はいよ いよ 九州へ 飛行機で 



出発との こと。 十一 時 頃 来て、 二 時半 頃 戻って 行く。 

多分 国 分か 鹿 児 島ら しいと いう。 

二月 十五 日 

〇 敵 Bgr 六十 機 名古屋 地区へ 主力 を、 また 三重県の 

宇治山 田、 浜 松、 静 岡へ も 分力 を 以て 来襲す。 

東京へ は 七十 三 機ば かり 来た。 横 浜 方面と 思われる 

方向で、 えらい 音が して 地面が ふるえた。 (戸塚 区へ 

投 弾した 事が、 あとで 分った) 

〇 戦果、 十七 機に 損害 を 与う。 わが 方 一 機 未 帰還。 



二月 十六 日 

〇 艦載機 延べ 一 千 機で 関東、 東海 地区へ 来襲。 
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は 硫黄 島 を 攻撃 中。 

〇 敵 は ビラ をまい た。 (茨城 地区に) 大 東亜 戦争に 於 

いて 最初。 

〇 放送 は 「明日 も 敵襲 あるべし。 敵機 はふえ るで あろ 

う」 とのべ る。 

〇 防空 総 本部、 宫地直 邦 放送。 



• 来 は、 欧州 戦の 当初 焼夷弾 を 5% 使った が、 今 は^ 

% 位 使って いる。 ドイツの 工業都市の 破壊 は、 爆弾に 

よるに 非ず して、 焼夷弾に よる 火災の ためで ある。 (テ 



ル ミット) 

• 火焰 噴射 弾。 

. 時限爆弾。 (数 時間 乃至 数 分 後に 爆発) 

- 大型 焼夷弾。 (炸薬 も 相当 入って いる) 



〇 徹 ちゃん はどうして いるか？ まだ 健在なら ば、 今 

夜 は 勇躍、 敵 機動部隊へ 突 込む だろう。 飛行機が 焼か 

れ ていれば 口惜しいだろう。 武運 長久 を 祈って やまぬ。 

朝 子 (※長女、 永 田徹郎 海軍 大尉 夫人) も 気が 気で あるまい。 

〇 運 通 省 通告。 しばらく 東京 及ョコ ハマ 着の 切符 発売 



停止 (軍の 者 をの ぞく) また 京浜 通過 者の 切符 も 同様 

なり。 省線 電車 も 売らぬ。 今夜 は 省線 電車 は 十 時半に 

て 終業し、 約 一 時間 半く りあげる。 

〇 高粱の 入りし 来ながら、 漸く 今日 配給と なる。 (十 

二日の ものが 十六 日に おくれた) 

〇 明日 も 一 千 機 来る か、 今度 は都巿 攻撃 を やり はせ ぬ 

か —— と 予想す る 気持 は、 あまりい いもので ない。 さ 

りながら 実際に 会う と、 「なんだ これ 位 か」 と 期待 外れ 

がする もの、 そして 慣れて 行く ものである。 東京 は 広 

い。 なかなか 命中と か、 焼尽 しと はならない。 命中し 

て 一 家 散華 すれば、 これ 仏の 慈悲 だと 思う ので ある。 



英、 まず 愕き、 大声 を あげる。 茶の間に いた 陽子と 私 

と は 縁側へ 龃 出した。 

〇 まず 徹 ちゃんの こと を 聞いた が、 徹 ちゃん は 十七 日 

(昨日) 飛行機で 九州へ 出発した 由。 隊の 兵曹が 昨夜 

電話 を かけて くれた そうだ。 まず は 安心す る。 

〇 朝 子 はけさ 五 時 頃 出て 列車に のった が、 千 葉で 降ろ 

される という 話が、 千 葉まで 来る と 両国まで 行く こと 

になった の だとい う。 これ もよ かった、 早く 事情が 

分って 安心した。 

〇 戦果 三種 発表。 あの 比島 沖での 攻撃の 外、 硫黄 島 沖 

の 戦果 大いに あがる。 また 昨日の 敵 艦載機 撃墜 百 一機 



ところ。 時計が 七 時 を 打った。 

二月 十九 日 

〇 午後 二 時 四十 五分、 突然 B gr 百 機 の 帝都 来襲と な つ 

た。 私に とって は少々 不意 打 だ。 家人 はわり あいのん 

びり 構えて いる。 先日の 艦載機 千 機の 来襲で、 千 機と 

いう 新記録 を 体験して から は、 百 機ぐ らい は 恐ろしく 

ない らしい。 そこで 追いた てるよう にして フス マ 障子 

を あけさせ、 水筒 等 を 運び入れ、 昌 彦も壕 内へ 移させ 

る。 

〇 この 日 ラジオが 停電で 黙って しまい、 東部 軍管区 情 



二月 二十 五日 (土) 

〇 硫黄 島 も 激闘、 マニラ も 激闘。 徹 ちゃん どうした か、 

未だに 便りな し。 気に 懸 つて はいるが、 家人に は 一 言 

も 言わずに いる。 朝 子 も 今 家に 居る こと だし。 

よこ ちん 

o 午 刖四 時半 「横鎮 (※横 須賀 鎮守府。 鎮守府 は、 海軍の 根拠地 

に 置かれた 機関) 情報」 というの が 珍しく 出て 「敵機 動 部 

隊が 本土に 近接し あり 云々」 と 放送す る。 

〇 果して 午前 七 時半より 警報 発令と なる。 きょうは 曇 

天。 しかも だんだん 暗くな つて、 雪と なる。 先日の 雪 

がま だ 消えない のに、 また 新雪 積もる。 その 間に 警報 

飛ぶ。 敵 艦載機 はたい がい 茨城 千 葉の 方に いて、 京浜 



焼けた という。 主婦の 友 社の 安居さん の 話で は、 駿河 

台の 美津 濃から 神 田 橋の 方へ 向け、 焼けて 筒抜けと 

なった という。 

上富士 前から 神明 町へ。 浅 草 橋 駅、 上野 は 駅から 御 

徒 町 駅へ かけて 左側が 全部 なくなり、 右方 は 日 活館を 

残して、 丸 万 や 翠松園 やみん な 焼けた という。 御徒町 

から 両国が 見える ともいうし、 厩 橋まで 何にもな いと 

もい う。 仲 見 世の 東側、 松屋のと ころまで が なくなつ 

た ともいう。 

これが みな、 去る 二月 二十 五日の 雪の 日の Bgr 百 

三十 機の 爆撃の ためで ある。 憎みても あまり ある Bgr 



上 を 十数 機 編隊の Bgr が 東進 中と 放送。 これ はいかん 

と 寝床から 出る。 女房に 昌彦を 防空壕に 入れろ という。 

が 女房 は 昌彦の そばに 添 伏していて、 「いや、 ここにい 

る」 と 頑張る。 腎臓炎で 旧臘から 臥床の 昌彦、 昨日 来 

熱が あるので、 動かした がらない の はもつ ともで ある。 

が、 そのうちに 後続 部隊の 侵入 を 報じて 来る。 女房 

やっと 決心して、 昌彦を 黄色い 毛布に くるんで 防空壕 

へ かかえて 行く。 

〇 敵 は 盛んに やって来た。 四つ 位の 梯団 であるら しい。 

最も 近かった の は、 どこか 場所 は 分らない が、 どこん、 

どこん、 どこん、 と 続け ざまに 爆 声 聞え、 壕の 板が び 



りび りと 鳴り ひびいた。 

〇 報道 放送に よると、 百 五十 機な りと いう。 警報 解除 

一時間に して、 相当 大きな 火災 も 全部 消えた という。 

〇 早耳の 報道に よれば、 今日は 尾久ゃ 日暮里 附近が か 

なリ やられた という 話。 

〇 敵機 去って いくばくもなく、 また 雪が ぼたぼた 降リ 

来る。 三度 目の 大雪 か。 

〇 岡 東浩君 来る。 ツナ 缶、 飴、 化粧 用クリ ー ムを 貰う。 

うちから はねぎ、 にんじん、 馬 鈴薯、 かぶ を 少し 分け 

る。 徹 ちゃんの 置いて いって くれた 角壜の サン ト 

リ—. ウイ スキ ー が、 このよき 友 を 大いに よろこばす。 



なんとかなる ものなら、 もっと この 友に 飲ませた いも 

の だ。 

〇 弟 佑 一 の 会社が 焼けた (二月 二十 五日) と 手紙で いつ 

てく る。 末広 町に 店 を 構えた ばかりだった のに、 気の 

毒な。 またもや 憤激の タネが 出来た。 こんな タネば か 

り ふえ、 それと 反対に 「ざまみ や がれ、 敵め」 という 

ことができな いのが 残念である。 

〇 「ダル— 政権」 という 言葉が ちょいちょい 聞こえる 

ようになった。 けしからん。 

〇 この頃の 敵の 焼夷弾の 二割 は 爆発物が はいって いる 

という。 それで 焼ける 面積が 多い の だとい う。 また、 



そうな。 やっぱり 二月 二十 五日。 お 家 は やっぱり 神 田 

にあった という。 

〇 牛肉 一 一貫 匁が 入る という ル— トの 話が この 前あった 

が、 この 店 も やっぱり 二月 二十 五日に 焼けた 由。 ニ- 

ニ 五 爆撃 はかなり ひびく。 

三月 九日 

〇 去る 三月 五日、 敵 は 午前 零時から 二 時まで、 十 機が 

一機ず つ 帝都へ 侵入した。 めずらし いこと である。 

その 翌日に は、 同様の 型式で 大阪 方面へ 侵入した。 

新聞 は 「これ こそ 夜間 大 編隊 来襲の ゥォ— ミン グ. 



三月 十三 日 

〇 昨暁 名 古屋が 大挙 B S の 夜間 爆撃 を 受けた。 東京 夜 

襲より 二日 後で、 ピッチ を あげてい る。 今度 は 風が 強 

く、 全く 利敵 風であった。 

〇 十日 未明の 大空 襲で、 東京 は 焼死、 水死 等が たいへ 

ん 多く、 震災のと きと 同じ こと をく りかえ したら しい。 

つまり 火に とりまかれて 折 重な つ て 窒息死す ると か、 

橋の 上で 荷物 を 守って いると 両端から 焼けて 来て 川の 

中へ とび 込んだ とか、 橋が 焼けお ち 川へ はまった とか、 

火に 追われて 海へ 入り、 水死 又は 凍死した とか、 川へ 



入った が 岸に 火が 近づいた ので 対岸へ 泳いで 行く と、 

そこ も 火と なり 水死した とかいう 話が 下町の 方に たく 

さん あり、 黒 焦 死体が 道 傍に 転り、 防空壕 内で 死んで 

埋 つてい るの も少 くないとの 事で ある。 

〇 この 前の 雪の 日の 盲爆 (二 • 二 五) に 八 万の 罹災者 

を 生じた が、 今度 は その 数倍ら しい。 

〇 今日は 三日月 だが、 罹災者の 姿 痛々 しく、 街頭 ゃ電 

車内に 見受ける。 軍 公務 通勤者 以外 は 切符 を 売らない _ 

〇 三月 十日に 焼けた 区域 は 随分 広い らしい。 

わかって いるもの だけで も、 九 段 上、 番町 界隈、 銀 

座 一丁目よ リ 築地へ。 新橋 駅より 新橋 演舞場の 方へ か 



(罹災 区) (収容 区) 

日本 橋 赤 坂 

荒 川 大森 

下 谷 世 田 谷 

京 橋 目 黒 

深 川 四 谷 

本郷 中 野 

浅 草 杉 並 

向島 板 橋 

本 所 王子 

城 東 荏 原 



以上 二十 区 

麴、 麻、 小、 牛、 芝、 神、 

豊、 渋、 足、 葛、 品、 蒲、 

渋、 江、 淀 



〇 若 林 国民学校へ も 罹災者 一千 名 を 収容、 新 校舎に 入 

る。 暢彦も 十三 曰までで、 あと やすみ。 晴 (※晴 彦) は 

当分 登校。 



〇 偕成 社 も 焼け落ちた。 出版 企画 中の 「成層圏 戦隊」 

もこれ にて 無期延期。 

〇 吉祥 寺 駅に て 山 東 先生に お 目に かかる。 

(※カツ 卜 「先生の 恰好」 入る。 1 下段) 

〇 報道 班員の 身分証明書で 切符 を 買って 通る。 「報道 

班員」 は 近来 誰でも 知っていて くれる ので、 早分かり 

がする よう だ。 

〇 見舞 状 を 出す。 今 村、 朝、 摂津、 久生、 荒木。 

〇 味噌の 配給が とまった。 罹災者へ まわした ためと あ 

る。 この 隣組の 清水、 友 野 両家へ も 罹災者が 入って 来 

られた 由。 



〇 浅 草へ 行って 三月 十日の 空襲の あと を 見る。 震災に 

比べて、 延焼の 時間が 短 かかった ので (震災 は 三日間 

で 焼け、 今度 は 六 時間 位で 焼けた) 惨害 も ひどかった 

ことが うなずけ る。 こんなに 焼けて いると は 思わな 

かった。 浅 草 寺の 観音 堂 もない、 仁王門 もない、 条の 

平 内殿 は 首な し、 胸から 上な し、 片手な しで ある。 五 

重 塔 もない。 

〇 吾妻橋の タモトに 立って 眺める と、 どこも ここ も 

茫々 の 焼 野原。 

〇 象 潟 二 丁目の 或る 隣組で は、 四十 五 人の 人員が 二十 

人し か 生存して いない。 



〇 水の 公園で は 押されて 人々 が 倒れる と、 その上に 将 

棋だ おしと なって 多勢が 圧死し、 そこへ 火が 来て、 一 

層 凄絶な ことと なった。 佐 川のお ばさん は、 かかる 折、 

息子と つないで いた 手 を 放して 倒れて 下敷と なり、 息 

子さん の 懸命の 努力に 拘らず 母 を 救い出し 得ず、 そ の 

ままと な つ た 由。 

〇 大正 震災のと き は、 それでも かなり 今 戸の 川ぶ ちに 

家が 残った もの だ。 今度 は 完全に 焼けて しまった。 痔 

の 神様 ももち ろん なし。 

〇 浅 草の 田 中さん、 早期に 言 問 橋 を 渡って 左折し (牛 

の 御前と 反対 方向) そこで 助かった。 但し その 一 廓 を 



残し、 ぐるり は 焼けた。 

〇 厩 橋の 常 田久子 も、 赤ちゃん を 背に して にげ、 新大 

橋の 下に 何時間 もがん ばって、 ようやく 二つの 命 を 

拾った 由。 

〇 浅 草 は 稲荷町から 上野 駅前へ かけて 焼け残 つてい る。 

他に 人家 を 見ず。 

〇 一 一時間 半 歩いて 上野 駅へ 達した 長蛇の ような 女工 さ 

んの群 あり、 集団 引越 だそう な。 

三月 一 一十 一 曰 I 一 一十 六日 

〇 朝 子 を 鹿 児 島へ 送って いった。 往復 六日 間、 列車に 



乗 りづめ。 

〇 鹿 児 島 は 最近 敵 機動部隊の 来襲 を 受けた ばかりのと 

ころで、 各 家と も 城 山に 横穴 掘り、 また 家財 を 焼かな 

あなぐら 

いための 地窖 掘りに 忙しい。 しかし 町 は どこも 焼けた 

ところ を 見なかった。 人心 も 東京に くらべれ ばす こぶ 

る のんびりして 見えた。 

永 田のお 父さんと お母さん とで、 この 忙し さの 中に 

餅 をつ いてく ださった。 もち 粟の 餅、 ことにう まし。 

お土産に ももら つてい く。 

〇 鹿 児 島で レモン を 売つ ている の をみ つけて 十五 個 

買った。 一 K 十四 銭 ほど、 やすい、 そしてうまい。 



「敵の 奴、 飛行場の 偽 飛行機 や 偽 戦車に 銃撃 をく りか 

えす のです よ。 戦車が あまり 焼けない ので、 こっち か 

ら 決死隊 を 一 人出し、 油 を もたせて やつ て 一 台 を 焼き 

ました。 すると 敵の 奴 よろこび やが つて、 それからの 

こりの 戦車へ 来る わ 来る わ …… 」 などと いう 朗らかな 

話 や、 近く 敵襲の 警報が 入る と、 滑走路に 小屋 を 運搬 

していって 建て、 村落と 化して 敵の 目 を ごま 化す 話な 

ど、 たいへん 面白かった。 この 勇士 は、 門 司から 鹿 児 

島 行の 列車で 私たち 両人 をたい へん 世話して くれた。 

(敵 は沖緦 本島へ 二十日に 上陸した。 この 勇士 殿 は 帰 

れた かどう か？) 



残って いるが、 菊 水 は 空し。 惜しい こと だ、 あの コレ 

クシ ヨン は。 さらに 東へ 行って 元 神 戸一 中に 至る あた 

りが 焼け、 グラウンドで 延焼 を 喰いと めて いる 様子。 

さらに 東へ 行って、 御影が 焼けて いる。 線路 ぞいに 

焼けて いて、 元の 朝 永の 家 も 焼けて しまった ように 見 

え る 

岡 東の 話で は、 一中 も 三 中 も 焼けた というが、 とに 

かく 山の手 は 静かに 残って いて、 なつかしい 神 戸の 面 

影 を 見せて いた。 

〇 大阪は どこが 焼けて いるの か 車窓から は 見えず。 

(話に よると 西 区、 天 王 寺 区、 大正 区 等が 焼けた 由) 



〇 名 古屋も 案外た くさん 残って いる。 その 前夜 また 空 

襲が あつたの だそう だが、 車内で 夜 を 明かした 私たち 

は 知らなかった。 熱 田の 辺 も、 山側 は 大した 被害な し。 

〇 無事 空襲の 間 をぬ けて 帰りつ く。 

〇 上海から 帰 つ て 来た ある 人の 奥さんから パ ンをも 

ら つた。 カラカラに 乾いた パンで あるが、 これ 一個 七 

十三 円と いう。 (奥さんに おにぎり 二 つ 進呈した その 

お礼な リ) 

四月 一 一日 

〇 今暁、 敵大 編隊 来襲。 立 川 方面へ 投 弾す。 照明弾と 



地響き はする、 雨戸、 硝子 はとび そうに 鳴る。 このす 

ごい 響き は、 雨雲が 低い ためにす ごい 反響 を 起した も 

の。 雷鳴のと き に似ていた。 

感じで は、 どうやら うちが 中心に な つ ている らしく 

東西南北め ちゃめち やに 投 弾され たように 思い、 キモ 

を 冷やした が、 夜が 明けて 聞いて みると 世 田 谷に 投弾 

はなく、 近いと ころで も 新 宿の あたりら しい。 今度 は 

横 浜、 川 崎 も やられた らしい。 渋 谷 I 池 袋 間 も 不通。 

ョコス 力 線は大 塚から 出て いるら しい。 桜 木 町 附近 相 

当 被害 ありし 模様。 

いつも 牛乳 を 貰いに 行く 国分寺の 牧場 も、 前の やつ 



に 一 方 を やられ、 今度のに 反対側 を やられ、 自分のと 

ころ だけ は 安全だった が、 すさまじい 跡が 見えた と、 

養母が 帰って来ての 話。 

四月 七日 

〇 本日 朝 七 時 四十 分に 警報。 「敵大 編隊 来襲、 八 時 二 

十分 頃 本土 着の ョ ティ」 と。 

すぐ 警戒に 立つ。 用意 万端と とのえ たが、 敵機 は 

仲々 来らず (後で 考える と、 敵 は カム フラ— ジュに 

す ず はく 

錫箔 をまい たらしい、 そして その かげに 集結す るた め 

かなり 時刻が たったら しい) やっと 九 時半 頃 百 機ば か 



りの 大 編隊と なって 南より 北へ とぶ。 

〇 高射砲 はかなり 南で 射撃 を 開始し、 わが 家 上空に 近 

づ いた ときには、 もう 撃ち方 やめと なる。 

それに 代って 味方の 戦闘機の 攻撃 は 激化し、 たち ま 

ち 一 機 煙 を はきだし、 そのうちに ふらふらし、 空中 分 

解して 火の 塊と なる。 万歳 を 叫ぶ。 他の 一 機 も 機首 を 

下にして、 田 中さん の 右 はずれの 森の 彼方に 落ちた (三 

鷹 方面)。 その他 煙 を 出した 戦闘機 四 機ば かり あり。 

憎々 しき 敵の 大 編隊 を 北へ 見送る。 

今日は 英、 晴、 暢、 それに 亮嗣 さん も 垣根 を 越して 

田 中さん の 地所で これ を 観戦す。 昌彦 も、 落下傘が 下 



りる のを壕 から 顔 を 出して 見た。 この 落下傘、 敵 かと 

思った が、 あとで わかった ところに よれば 陸軍の 中尉 

(山 田 少尉 ともいう) で、 野砲 連隊の 近くに 降リ、 電線 

に ひっかか つたが、 顔面の 少 負傷で 助かり、 部隊へ 収 

容 された という。 

〇 ラジオの 停電で、 途中より 戦況 不明と なる。 ただし 

十 一 時 頃、 空襲警報 は 解除と な つ た。 

〇 大本営 発表に よれば、 本日の 敵機 は 「南方 基地より 

発出せ る もの、 帝都 附近へ は 百 二十 機、 名 古 屋へは 百 

五十 機が 来襲せ り」 と。 

〇 内閣 は 一 昨日、 辞表 を 提出した。 小 磯 内閣 は 果して 



かけ 声をかけた だけで 終り。 三月 十日の 空襲の 巿街大 

延焼に て、 疎開 強化 令 を 出して 混乱 を 生ぜし めた 失政 

軽から ず。 さらに 四月 五日、 ソ連 は 日ソ 中立 条約 存続 

の 意志な きこと を 通告し 来り (来年 四月 一 一十 五日 期限)、 

その 余波 も くら つ た 形に 見える。 

小 磯 内閣の 退陣に 当たり 印象に 残ったの は、 来 内海 

軍 大臣の 朗々 たる 声と 率直な 物の 言い方、 杉 山 陸軍 大 

臣の 年齢に 似ぬ 元気な、 そして 円い 物の 言い方、 町 田 

ノン キ ナトウ サン 無 任 相の ぼんやりした 顔、 前 田 運 通 

相の 悪相、 緒 方 国務 相の 疲れた 顔、 まず そんなと ころ 

なり。 こういう 仕事 をせ ぬ 内閣 は 早く 代わる に 限る。 



思えば、 今 は 亡き 前文 相 二宮 中将が、 組閣 間もなく 国 

民 学校 第一 一学 期の 始ま つてい る こと を 十日 も 忘れての 

放送に、 大きな ケチ がつ いたよう に 感じた が、 それ は 

本当であった。 

鈴 木 貫太郎 海軍 大将 は、 枢府 (※天皇の 諮問機関、 枢密院の 

異称) 議長の 任に あつたが、 今度 大命 を 拝した。 七十 八 

歳の 高齢と 聞く が、 日本の 国 はどうし てこう 年寄の 御 

厄介に ならない とたって いけない と、 重臣た ち は 考え 

るので あろう か。 腑に 落ちない。 今まで それで 散々 失 

敗して いながら、 戦時下 最終の 内閣 を 組立て るの だと 

いわれながら、 この 老人の 顔に 出られて は、 われらの 



〇 建物 疎開で、 町の 変貌 甚し。 三 軒 茶屋より 渋 谷に 至 

る 両側に 五十 メ— トル 幅で 道 を 拡げる というが、 それ 

を 今 盛んに やって いて、 大黒柱に 綱 をつ け、 隣組で 引 

張って 倒して いる。 そして 燃料が たくさん 出来、 手伝 

いに 来た 人達に 与えて いる。 雨が 降って いるが 春雨 だ、 

たいして 苦にならぬ。 

外食 者 用 食堂 (※戦時下 食糧 統制の 一 環と して 配給され た、 外食 

券 を 利用す る 食堂。 現金が あっても、 券がなければ 食べられなかった) 

とか、 銀行と か、 配給所が、 疎開 延期で 残って いる。 

各 部隊から 兵隊さん が 出て 手伝って いる。 壊した 家 

屋は、 やはり 焚 木 用と して 隊へ 持ち かえる。 



〇 停留 場 や 駅の 風景 を 見れば、 三月 十日 前後 や 三月 一 一 

十日 前後 (これ は 疎開 強化、 国民学校 授業 停止の 発表 

があった 頃) に比べる と、 だいぶ 静かに なった よう だ。 

〇 新 首相、 鈴 木 貫太郎 大将 は、 昨夜 新任 挨拶 を 放送し 

た。 「政治に は 素な リ、 八十に 垂ん とする 老軀を ひつ 

さげて、 諸君の 陣頭に 立つ は、 自ら 鑑みて 悲壮の 感ぁ 

る も、 大命 を 拝せ し 以上 は 陣頭に 立ちて 突進 せん、 諸 

君 はわが 屍 をのり 越えて 進撃せられ たし、 但し 大いに 

若返って やります」 といった 要旨。 なお 記者に 所懐 を 

語って 曰く、 「勝てる と 思う。 日露 役のと きも 重臣 は 

勝てる こと はおろ か、 多分 負ける と 考えて いた。 万が 



〇 大本営 発表に よれば、 来襲 機 は 百 七十 機で、 四時 間 

にわたり 波状 投 弾し、 焼夷弾の 前に 爆弾 を 投じた。 

宮城 大宮御所の 建物に も 損傷 あり、 まもなく 消し 止 

めた。 両陛下と 皇太后 陛下 は 御 無事との こと。 明治 神 

宫は 本殿と 拝殿と が 炎上した。 鈴 木 首相の 放送に 「敵 

は 計画的に この 暴挙 をな した」 と ある。 

〇 ラジオ 報道に よると、 豊島、 板 橋、 王子、 四 谷が、 

もっとも 多く 燃えた 由。 しかし 死傷者 は 少ない との 事 

である。 去る 三月 十日の 空襲 は 死傷が ひどく、 昨日 も 

四十 七 力 所で 三十 五日の 供養が 行なわれ、 僧侶 は 巻 

ゲ ） ^ル で、 トラックに のって 廻った そうで ある。 



〇 本日の 省線 不通箇所 は、 上野— 池 袋〜 新 宿 間、 新 宿 

—荻 窪 間、 神 田— 巿ケ谷 見附 間、 池 袋— 赤 羽 間、 もう 

一 つ 足 立 区 方面 (わすれた)。 

〇 昨夜の 炎上の 状況 は 左 図の 如くであった。 

(※カット 「手書きの 地図」 入る。 ル 下段) 

〇 戦果の 発表、 撃墜 四十 一機、 損害 を 与えし もの 約 八 

十 機な り。 

〇 四月 十一 日の 午前の へんな 爆撃 は 今度の 予習だった 

かも 知れない。 

〇 あのと き は 一 トン 爆弾 を、 荻 窪の 中島 本社へ 落とし 

た 由で ある。 



〇 去る 四月 五日、 永 田徹郎 大尉の 奮戦 談が 新聞に 出た。 

その 前日と その 日の 朝の ラジオで も 放送した とか。 徹 

ちゃんの 健闘 は うれし。 毎朝 その 武運 長久 を 一同して 

祈って いるの だ。 (輸送船 一隻 撃沈) その 前に 戦艦 二 

隻 やったら しい (朝 子の 手紙に よると)。 

その後、 朝 子の 手紙が 来て、 四月 五日 これから 出撃 

する 主人 を 送って いると あり、 気 を 揉んで いる 様子が 

見える よう だ。 きょう 手紙に て 激励 をして 置いた。 

〇 都電 運転系統 は 現在 左の通り 動いて いる。 



△ 品 川 ふ 日本 橋 △ 三 田 ふ 日 比 谷 △ 目 黒 ふ 日 比 谷 

△ 五反田— 金 杉 橋 △ 渋 谷— 金 杉 橋 △ 渋 谷— 青山 一 

丁目 △ 渋 谷— 六本 木 △ 中 目 黒— 金 杉 橋 △ 四 谷 三 

丁目〜 泉 岳 寺 △ 四 谷 三 丁目— 浜 松 町 △ 新 宿— 荻 窪 



〇 列車 乗車 制限 (軍 公務、 緊急 要務 者 以外 は 乗車券 を 

発売せ ず) 



〇 東海道線 = 東京〜 小 田 原 〇 中央線 = 東京— 大月 



〇 東北 線 = 東京〜 小山 〇 高 崎 線 = 大宫〜 熊 谷 〇 常 

磐 線 = 日 暮里— 土 浦 



四月 一 一十 七日 

〇 この 日記 をし ばらく 休んだ。 休んだ わけ は 忙し さの 

ためと、 空襲の 閑散 化の ため。 といっても、 帝都 空襲 

が 閑散 化した わけであって、 Bg- の 日本 空襲が 減った 

わけで はない。 むしろ このごろ は 毎日、 九州の 飛行場 

を 爆撃に 来る という 執拗 さ、 熱心 さで ある。 わが 特攻 



〇大 橋の、 こっちから 行く と 左側の 堤防に 不発弾が お 

ち、 電車 は大橋 i 渋 谷間が 五、 六日 止まり、 その 間 歩 

かせられた。 

最後に ェ 兵隊が 出て、 爆発 させた が、 そのと きの ェ 

兵隊 はがけ 下を視 くた めに こんな もの を 用いて 居た。 

(※カット 「手書きの 図」 入る。 # 上段) 

しんねん かたじけな 

〇 天皇陛下 御宸 念。 忝 くも 金 一 千万 円 也 を 戦災者 

へ 下賜 せらる。 

〇賀 陽宫、 山 階宮、 東 久邇宮 の 三 宮家 も 御 全焼。 

〇 明治神宮 本殿、 拝殿 も 焼失。 千 百 数十 発の 焼夷弾の 

かすが 発見され たという。 



〇大 下 宇陀児 (※推理小説 家) 邸 も 焼けた と 角 田 (喜久 雄) 

(※小説家) 君より 聞き、 見舞に 行った。 涙 をのむ のに 骨 

を 折りながら、 奥さんと 二 時間 あまり 話した。 彼は大 

元気で、 家に も 帰らず、 町の 皆さんと いっしょに 焼 あ 

とに 起居しつつ、 復興に つとめて いる 由。 防空壕へ 衣 

類 を 入れて あった ためこれ が 助かった が、 他の もの は 

ほとんど 一 物 もとり 出さなかった という。 

当夜、 この あたりに 旋風が 起こり、 町の 人々 を 一層 

恐怖 させた との 話。 大下 邸の すぐそばの 焼けた 大ケャ 

キの 高い 梢の 上に、 バケツ や トタン 板が ちょこん と 

のって いるの も、 それ を 物語る 跡で ある。 



はこつ ちが あ つ ち を 心配し つづけて いる。 

去る 日、 鹿 児 島の 家の 向 隣に 爆弾が おちた そうで、 

永 田家 も 損じたら しい。 しかし 「住む にさし つかえ あ 

りません」 とお 母さんから 報じて 来たと ころ を 見る と 

相当 塀 や 瓦 を やられた ことと 思う。 

五月 一 日 

〇 先日 来 二度 朝、 立 川へ Bgr が 大挙 来襲、 昨日な ど は 

硫黄 島から ps、 百 機 も 参加した。 

一 度 つづけさ まの 爆裂 音 を 聞いた。 あと は穏 かにな 

り、 時々 実戦の 音 を 西方の 曇天に 聴く のみ。 



〇 昨日、 千葉県 大和 田の 鷹の 台 クラブへ 行き、 ロッ 力— 

中の クラブ や バッグ、 靴な ど をと りに 行った が、 すで 

に 盗まれて しまって いて なにひとつ とてもない。 手ぶ 

らで 戻る。 

船橋に も、 前の ように ハマ グリ、 アサ リの 売店 はな 

い。 ポッン (玉 もろこしの はぜた る もの) 二、 三十 入 

り、 一 袋 三十 五 銭で 売って いるの を 十 個 買って 帰る。 

〇 それにしても、 両国から 平 井に 至る 間、 左右 見渡す 

かぎりの 焼 野原で、 数千 本の 煙突から 煙の 出て 居る の 

は 僅々 七、 八本に 過ぎず、 工業 生産力の 低下に 今 さら 

ながら 慄然と し、 敗戦 的 観念に 追い つめられて しまつ 



クヮに 帰る。 ノ -— デン はま だう ろうろ している 様子 だ 

が、 これ もい ずれ 帰る であろう。 

〇 ベ ル リン 陥落 乃至 は ドイツ 休戦 申入れ をめ ぐって、 

英 米ソの 間に また 一 波瀾 ありそう だ。 

〇 ドイツ 亡ばん とす。 巷間 「ドイツ は かわいそうです 

ね」 「ヒット ラ— 総統 は あそこまで やった のに」 「ドィ 

ッ軍、 ヒット ラ— .ュ —ゲン ト、 ベルリン 男女 巿民 軍、 

いくさ 

みな 悲壮な 戦 をし ますね」 と 言い、 「ドイツ も 亡び ま 

す。 いよいよ 世界中が 日本へ 攻め かけ、 イタリア ゃド 

イツの ようにす るので しょうね、 ああ どうしましょう」 

と悲 たんし 恐怖す る 者 を ほとんど 見かけな い。 



〇K 氏 曰く、 「僕 は 生来 楽天家 かしらん が、 この 戦争 は 

日本の 勝 だと 信じて いる。 ョ ー ロッパ はもう すぐ 食糧 

で 大破 錠 を 生ずる と 思う。 アメリカ も 食糧で たいへん 

らしい。 食糧で 反 枢軸国 はまず 敗北 相 を あらわし はじ 

める よ」 

〇 先日 F 君の 話に よると、 まだ 風船 爆弾 は あがって い 

るよ し。 

アメリカ でも 報道 厳禁 だそう だから、 かなり 被害が 

あるら しい。 

五月 二日 



たい ものである。 

〇 四月に 於け る わが 収入 は、 金 五十二 円 八十 銭で あつ 

た。 大学 卒業後 今日までに 於け る 最低 収入の 月で あつ 

た。 記憶に 値する。 

(この 日記 終り) 



空襲 都 日記 (一一) 



進 精進す る ことに 於いて、 世界に 稀なる 民族で ある」 

こと、 「故 総統に よって まかれた る 種 は、 将来き つと 花 

を 咲かせ 実 を 結ぶ であろう」 と 述べ、 そして 最後に 「故 

総統 は 日本の よき 友で あり、 且つ 日本人 崇拝者で あつ 

た」 と 結んだ。 

もう 影 はう すかった が ムッソ リ— 二 統帥 も 殺され、 

得意 絶頂の ル ー ズべ ルトは 急死し、 今 また ヒット ラ ー 

総統 戦死して、 世界の 巨 名 者 ぞくぞく 斃る。 

チヤ— チル、 スタ— リン 氏 はま だ斃れ ないかと 興味 

に 富んだ 目が、 両人のう しろ をし きりに 追龃 けて いる _ 

神の みぞ 知りた もう。 



〇 串 良の 朝 子 (※長女) より 来信。 二十 三日 発の 速達が 

十一 日 目についた。 「私たち は 元気です。 主人 は 家に 

帰って来ません が、 下士官の 方に 会ったら、 隊で 元気 

で 居られます といわれました」 とあって、 一安心した 

串 良 も 敵の 上陸の 噂で かな リ 動揺して いるら しい。 

朝 子、 大 なる 覚悟の ほど をのべ ていた。 

二十 六日より 六日 間、 南 九州 を の 大群が 連 爆し 

たのが 気に かかる が、 この 方の 手紙が 来る の は、 まだ 

十日 位 先と なること であろう。 

皆の 無事 を 祈って やまない。 



五月 五日 

〇 昨 四日、 慶大 病院へ 行った が、 もう 大分い いから、 

しばらく (通院 を) 休んで はどう かとい われた。 或る 

程度まで 治り、 そして 或る 程度 以上 は 治らぬ ことが わ 

かった ので、 それに 従って 休む ことにした。 

いい 散歩 課業が なくなった。 これから は 体操と 歩行 

とに つとめる ことにしよう。 

〇 タケ ノコ、 きょうは 湊邦三 氏と 岡 東へ 頒 ける。 今年 

の 冬 は いつまでも 寒かった ので 出来 悪し。 うち は タケ 

ノコの ちらし 飯。 豆 かす 入り も 「ぐ」 の 数が 一 つ ふえ 

たと 解して 楽しむ。 ほかに 椎茸 (ィョ 産)、 にんじん、 



はす (奥山さん からの いただきもの) を 入れる。 

奥山さん へ も 一 ぱい さし 上げて、 おじさんから 「ご 

ちそう さま」 とよろ こばれ る。 

〇 ドイツ 軍、 各地に て どんどん 降服 中。 

〇 沖繩 にて、 わが 反撃き つし。 タラカン島へ 上陸せ し 

敵 増強 中。 

〇 今日は Bgr が 約 二百 機 近く 来襲し、 内地 各地へ 投弾。 

広 島 も 初めて 大空 襲を受 く。 

〇 東京 は、 心ならず も 穏やかな リ。 心ならず というの 

は、 九州 等 来襲 ひんぴん たる 土地の わが 同胞に 対し 相 

済まぬ と 思う 意味な り。 



〇 久し振り にわが 作品 放送、 子供の 時間 「潜水 島」 の 

第 一 夜、 つづき は 明晚。 

五月七日 

〇 昨日、 焼 跡の 大下 (宇陀児) 邸 二度目の 訪問。 今度 

は 氏に 会えた。 焼 跡に 立ち、 町会の 人と 立 話 をして い 

る 氏の 後頭部 一 面が 真っ白で あるの を 発見して、 涙 を 

催した。 

〇 しかし、 大下 五丁目 町会 長の 熱情 は、 残留 三百 五十 

名と い う 帝都 内 に 珍ら しい 高率 で、 バラック ゃ壕 舎が 

あたりに 群 立し、 再起の 意気込み すさまじく、 日本人 



〇 今日は 裏の 防空壕の 上に、 庭の 敷石 (実は 小石 をセ 

メント で 固めた もの) を ずらり と 敷き、 敵機の 機銃 弾 

に 対し、 いささか 強き 壁と した。 焼夷弾 筒 も 防げる 見 

込みで ある。 晴 (※晴 彦、 長男) 暢 (※暢 彦、 次男) よく 働く- 

田 中さん の義 ちゃん や、 もう 一 軒の 田 中 君の 子供た 

ち も 仲々 よく 働いて くれる。 

〇 一 昨夜 は 敵襲 あるかと 思われた し、 実際に 空襲警報 

も 出た ので あるが、 入って 来たの は 三 機 だけで、 こと 

もなかった。 

九州 はもう この 十日 間に 八 連 爆 か 九 連 爆で、 飛行場 

附近 を 盛んに やって いるら しい。 鹿 児 島から も 串 良 か 



らも 手紙が 来ず、 わからない。 

また 瀬戸内海 等へ、 機雷 投入 を 二日つ づけて やった。 

きょうは 尾 道と 四国との 連絡船が 停まった と 出て いた。 

PB2Y らしい 飛行艇 も、 房 州の 附近へ 姿 を 現わし、 

高度 五 百メ— トルで 船 を 攻撃した という。 

タラカン島へ 米軍が、 ラング ー ンへ英 軍が 上陸して 

いる。 

しかし わが 特攻隊、 今度 は つづいて 猛攻 をつ づけ、 

既に 沖緦 周辺で 撃沈 破せ る 艦船の 数 は 五 百隻を 超えた。 

この 勢いで つづかせた いもの。 

〇 去る 四日 「疎開 応急 措置 要綱」 が 発表され た。 老幼 



病人の ほか は、 都 外へ 疎開 まかりならぬと 決められた。 

これで 腰が 落ちつく ことであろう。 

五月 八日 

たいしょう ほうたいび 

〇 第 四十 一 回目の 大詔 奉戴 日。 主婦 之 友の 安居 氏 来 

宅 中に 警戒警報が 出て、 十 一 時半 空襲警報 となる。 B 

?r 十数 機と、 その あと ps、 六、 七十 機が 来襲した。 

千 葉、 茨城 方面 を 行動し、 一部 は 帝都へ 入った とい 

うが、 雲 低く 遂に 機影 を 見ず。 友軍 機の 八 機 編隊で 警 

たの も 

戒 する 姿が 頼 母し く 見えた。 

〇 外電に よれば、 ゲッぺ ルス 博士 は 官邸に 於いて、 夫 



人と 子女 四 人と 共に、 毒物 を 服んで 死んだ と ある。 

ヒット ラ— 総統 及び ゲ— リング 元大 ドイツ 元帥の 死体 

は 見当たらず、 ソ連 軍 躍起と なって 捜索 中。 ヒット 

ラ ー 総統 は 二十 五日 重傷 を 負い、 一日つ いに 死去した 

という (三十日 ともいう)。 そして 最後の 輸血 を 拒み、 

ドイツ 国民へ の 愛 を 示した といわれる。 

〇 今日は 「くろがね 会」 より 稿料 百 円、 主婦 之 友より 

百 七十 六 円 持って来て くれ、 合計 二百 七十 六 円 収入と 

なる。 昨 四月 は 全 収入 合計 五十二 円 八十 銭だった。 こ 

れ だけで も 入って くれる と、 やっぱり 作家 生活 はあり 

がたい もの だと 思うよう になる。 四月の 支出 は 千円と 



すこしで あ つ た。 

五月 十九 日 

〇 あまり 日記 を 書かなかった の は、 東京 方面がず つと 

穏やかであった ためだ。 

今日は 九十 機が 立 川 方面へ 来たが、 雲が 厚くて 盲爆 

に 終ったら しい。 

去る 十四日 (五日 前) は 名 古屋へ 四百 機の が 来 

襲して、 同 機 多数 来襲の 記録 を 作った。 

南方 基地からの 敵 大型機 来襲 記録 



(三月 以降 

(月日) (時刻) 

3 月 4 日 朝 

5 日 未明 

夜 

^日 未明 

じ 日 未明 

^日 夜 

^日 未明 

^日 未明 

S 日 未明 



数 機 来襲 を 含まず) 

(機 数) (目的地) 

一 五 〇 東京 

一 〇 東京 

七 関西 

一 三 〇 東京 

一 三 〇 名古屋 

九 〇 大阪 

六 〇 神 戸 

百 数十 名古屋 

一 三 〇 名古屋 



^日 



日 夜 



一 五 〇 

六、 七十 

二 〇 



カ少 Ji* 

名 古屋、 伊勢 



お 日 未明 



九； 



4 HJ2 日 

4 曰 



浜 



未明 

未明 

同 



三 〇 瀬戸内海、 北 

七 〇 九州 

五 〇 東京 西北 

五 〇 関東 北部、 京 

一 〇 静岡 



同 



じ 曰 

S 曰 

^日 

n 日 

日 



匕ヒ； 一 乂 

貪 ハ. ft 



U 日 

^口 ブ，^ JIT 立 口 

^日 



昼 



同 



三 〇 

相当数の 数 編隊 

一 七 〇 

二 〇〇 

七、 八 〇 

八 〇 



京浜 市街地 

東京 巿街 

京浜 西南 部 

鹿屋、 太刀 洗 

鹿 児 島、 宫崎、 



二 〇 太刀 洗 

八 〇 主力 九州 南部、 

〇〇 宫崎、 鹿 児 島 



M 日 

部 清水、 静岡 

^日 



^日 

^日 

S 日 

^ 日 

鹿 児 島 

5 H73 曰 



同 

同 



一二 〇 主力 立 川、 一 

六 〇 宫崎、 大分 

三 〇 山 口、 福 岡 

四 〇 宫崎 

一 五 〇 鹿 児 島、 宫崎 

一 三 〇 同 

一 〇〇 同 

六 〇 大分、 宮崎、 

十数 機 阪神 



10 8 7 
曰 曰 曰 



5 
曰 



4 
曰 



朝 三十 数 機 四国、 近畿 

同 十数 機 関門 地区 

同 五 〇 大分、 長 崎 

朝 三 〇 大分、 福 岡 

同 一一 二 四国、 中国 

昼 三 八 鹿 児 島 

夜 二十 数 機 瀬戸内海 

朝 六 〇 大分、 鹿 児 島 

朝 二十 九 目標 四国、 九州 

朝 三 〇 松 山、 御前崎 

同 三 五 〇 大分、 山 口、 



広 島 

：: 日朝 六 〇 阪神 

同 二 五 北 九州 

昼 十六 目標 鹿 児 島、 宫崎、 

四国 西南 部 

MB 朝 四 〇〇 名古屋 

今度 は 東京 巿街 爆撃に 四百 機が 廻って くる だろうと、 

皆 覚悟して いるが、 まだ 来ない。 

名 古屋は 昼間の 強襲に 加え、 翌 夜に はさら に 百 機が 

来襲した。 



名古屋 地方 は、 来襲 頻度が 多い わりに、 被害が すく 

な いのは、 防空、 防火の 用意よ ろしく、 天井な ど は 早 

くから 取 除いてあった ためで ある。 

きんしゃち 

しかし 四百 機の 来襲で、 金 鱸の 名 古屋城 天守閣 も 

焼失した。 大きな 建築物の 受難 時代で ある。 敵 は三キ 

口 焼夷弾 を 使い出した。 

〇 このごろ 壕 内へ 持 込む もの は、 次の ような もの だ。 

御 神霊、 財産に 関する 書類、 写真機、 平常 洋服、 蒲 

団、 昌彦 (※三男、 腎臓病で 横臥 中) の 尿壜、 衣料 リュ ック _ 

〇 沖緦 地上 戦況 は 数日 前より 重大化す、 との 報道。 又 

とられる のか、 と 憂鬱になる。 



今後 は 一 体 どうす るの か。 

分って いる じ やない か —— というわけだが。 

〇 この頃 「しかし」 という 言葉が いやにな つた。 ラジ 

ォの 報道で、 初めい い 話 を 聞かせて おいて 「しかし」 

と 来る。 この あと は、 あべこべの 悪材料 悲観 材料の 展 

開 だ。 「しかし」 がいやに なった ゆえん。 

〇 昨日 来た 映配 南方 局 来 本 氏の 話に 「このごろ 作家の 

ところへ 原稿 依頼 を 三十 本 出しても、 返事の 来る の は 

七、 八本です。 みなさん 疎開と か、 よそで 別の 仕事 を 

やって いらっしゃ るので すね」 と。 

然り、 わが 二十 三 名 生存の 挺身隊 (※一九 三 二 (昭和 十七) 



年 一 月から 五月に かけて、 海 野 は 海軍 報道 班 文学 挺身隊 員と して 従軍) 

も、 東京 在住者 は 十二 名。 十一 名 は 地方に 在り。 挺身 

隊が これで ある。 况んゃ 他の 文士に 於いて を や。 

五月 一 一十 日 (日) 

〇 岡 東 来る。 彼の ためにと つてお いた 「暁」 五 袋と キ 

ング ウイ スキ ー 少量、 それから 野菜 は 玉ねぎ 一 貫 匁と 

ごぼう 二 本位、 岡 東 は 缶詰 四 個と バタ— 一 封 度 を くれ 

る。 

二人の 話 は あいかわらず 食う こと、 飲む こと、 喫う 

こと、 壕の 話、 戦況な どに 終始す る。 実際 この頃 はこ 



んな 話さえ していれば 種 はっきない。 

それにして もお 互いに 腹 を 減らして いるの だ。 

「ジャ ガイ モを腹 一 ぱい 食べたい」 と 岡 東 はいう。 加 

藤さん が 会社から 帰る とき 電車の 中で 押されても、 腹 

がへ つていて 押し かえす 力がない という。 きょう 枝 元 

老人から 手紙が 来て (企画 用紙 送り 来る) 「この 用紙 を 

届けに 行くべき ながら、 お 粥腹で 歩け ない ので、 郵便 

にします」 と 断りの 文句が あった。 

自分 もこの 二、 三日 腹が減って かなわず、 なんとい 

う， J ともなく 廊下 トン ビ (※用 もない のに 廊下 を うろつき 回る 

こと) をく りかえ していて、 おやと 気がつく。 子供 は 騒 



いでいな いのに、 おやじの 私が このて いたらく では 

困った もの だと 赧 くなる 次第で ある。 

もっとも、 昼 は 雑炊 二わん であるので、 減る の も 無 

理 はない。 

〇 昨日 も 今日 も、 一 機 侵入の 敵機め が 爆弾 を 落として 

行く。 昨日 は 日本 堤の 消防署に 命中、 今日は 東京湾の 

海中に 命中。 

こ-つきよ 

〇 閑院宫 殿下が 薨去 さ れ た 。 

〇 目下 マリアナ 基地に は Bgr が 六 百 機位い る 見込み。 

五月 一 一十三 日 



〇 連日 天候 わるく、 雨の 降らぬ ことなし。 敵機 もい つ 

こうに やって来ない。 

電車に 乗っても、 防空 頭巾 を 持って いるの がまず 三 

割 程度。 人間と いう もの は、 鋭敏な りと ほめるべき か、 

それとも 面倒く さがり や だとけ なすべき か、 それとも、 

油断 をす るな、 と 声をかけるべき か。 

〇 今日は 雨降り なれ ど、 ちと 気温 上る。 すなわち 十六 

度と なる。 昨日 は 十三 度 どま リ。 天候 漸く 恢復の 兆 あ 

リ。 

〇 昨日 は 畠 を こしらえ、 加 藤 完治 (※満蒙 開拓 移民の 指導な 

どに 当たった、 明治— 昭和 期の 農本主義 者) さんの 話に な、 らい、 



甘 藷の皮 を 植えて みる。 

(※カツ 卜 「甘藷 植えの 図」 入る。 W 上段) 

〇 昨夜 は、 初めて 写真の 引伸ばし という もの をす る。 

成功した。 出来て みれば 成功と かなんと かいう ほどの 

ものなら ず、 簡単に 行った。 

この頃 写真の 現像、 焼 付、 引伸ばし、 みんな 自分で 

やって いる。 

〇 陸軍 軍需 本廠 研究 部 へ 売却す る ことと なった 学術 書 

籍 及び 雑誌 を、 今日 先方から とりに 見える。 学生さん 

が 三人、 そのうちの 一 人 は 良 太 (※甥) 君 だから 笑わせ 

る。 



午前と 午後と 二度、 雨の 中 を 重い 風呂敷 包 を 背負つ 

て 帰った。 さぞ 腹が減る ことと 同情した が、 何の 風情 

もない。 わずかに 一切れの 手製 パンに、 先日 岡 東より 

貰った 小 岩 井の バタ ー をつ け、 砂糖な しの 紅茶 を 出し 

て、 気 を まぎらして 貰った。 

五月 一 一十 四日 

〇 零時 二十 八 分に 関東 海面に 警戒警報が 出た。 「数 目 

標」 という。 英 (※夫人) と 一緒に 起き 出て、 まず 二人 は 

支度す る。 そのうちに 関東 地方に 警戒警報が 出た。 皆 

を 起こして 支度 をさせる。 また 重要 物件 を 防空壕へ 入 



月の ある 夜空 を、 火災の 煙が 高く 高く のぼ つ て 行く、 

その 煙 雲の ふち は ももいろに 染ま つてい る。 

川開きの ような、 下がって くる ォ ー ロラ のよう な 焼 

夷 弾の 落下で ある。 

ひだるま 

〇 撃墜され る Bgr が 火達磨と なって 尚 飛んで いるす さ 

まじ さ。 そのうちに 空中分解 をしたり、 そのまま 石の 

ように 燃えつつ、 落ちて 行く。 闇の 方々 より、 拍手と 

歓声が 起こる。 そして 地上 防空 活動 も、 士気 大いに あ 

がった。 

〇 放送で も 「今日の 敢闘 は 賞讃に 値い する」 といった。 

〇 焼けた ところ はよ くわから ぬが、 千 駄ケ谷 も やられ 



た 由。 夜 ほのぼのと 明ける。 

五月 一 一十 五日 

〇 五反田の 電気 試験 所の まわりが ひどく 焼け、 電気 試 

験 所 は 一 部が 焼けた と、 昨日 中 川 (※中 川 八十 勝、 電気 試験 

所 時代の 同僚) 君が 報せ て くれた。 そこで 今日は 自著 十 

一 冊 を 手土産と して、 同 部へ 見舞に 出かけた。 

〇 電車 は、 昨日まで は、 大橋 I 渋 谷間が 不通で、 省線 

は 新 宿 I 品 川 I 東京 間が 不通で あつたが、 今日は 渋 谷 

まで 行く し、 省線 も 五反田まで 行く。 が、 省線 電車 は 

五反田の 手前で ェ ンコ をして しまい 動こうと もしない 



〇 米国 飛行士 一 名、 五部の 元 蓄電池 室の 裏へ 降りし 由。 

石 井 君た ちが 捕虜と した。 ピストル 二 丁、 弾丸 二十 発 

位、 持って いた。 まず 後手 を 縛した る 上、 桜の 木のと 

ころへ 連れていって、 木に 上下 をし つかり 縛りつ けた 

という。 当人 は 至極 温和し かった そうだ。 

〇 後藤 睦美 君が、 バ ラ ス ト管 の 代用品 を こしらえ てく 

れた。 

同 君の 一家 も 痩せて くるので、 浜 松へ 疎開す るそう 

だ。 

きょ うどう 

〇 空襲警報 となる。 ps、 約 六十 機と 嚮導 の Bgr 二 

機。 しかし 機影 を 見ず。 



来た の 大群。 それが 今夜 は、 まさに わが 家 上空 を 

飛んで 東方. 渋 谷 方面へ 殺到し、 やるな と 思う 間 もな 

く 同 方面に 焼夷弾の 集中 投下 を 見る。 例のと おり 華や 

かな 火の 子 はォ— ロラの 如く 空中に 乱舞し、 はら はら 

と 舞い 落ちる。 従来より 最も 近いと ころに 落下す る。 

そうする うちに、 南の 方へ も ぞくぞく 落ち 出した が 

また 北方. 中 野 方面に も ひんぴんと 落下し、 かなり 近 

い。 これ は 警戒 を 要する と 思つ ている うちに 西の方へ 

もばら ばら 落ち 出し、 東西南北 すっかり 焼夷弾の 火 幕 

で 囲まれて しま つ た。 

が 幸いに も、 若 林 附近 はま だ 一 弾 も 落ちない。 敵 は 



晴彦に 「あれ は危ぃ ぞ！」 とこつ ちへ 向いた 一機 を 

指した 折し も、 ばらばらと 火の 子が Bg- の 機体の 下 か 

ら 離れた のが わが 家より やや 西よりの 上空。 「いかん 

ぞ！」 と言うのと、 ゴ ー ッと怪 音が 頭上に 迫った のと 

同時だった。 晴彦に 待避 を 命じて 小さくな つた。 焼 夷 

弾の 落下 地点に 耳 を そば だてて いると、 佐 伯さん の あ 

たりに 轟然と 落下し、 あたりに 太い 火柱が 立った。 婦 

人た ちの 悲鳴、 金 切 声な ど 同時に 起きる。 

「萩原さん のと ころ だ！」 「奥山さん だ！」 「松原さん 

だ！」 との 声々 に、 見る と、 立 木が 燃えて いる。 立 木 

ならたい した ことなしと 思いつつ、 我家 を 見 まわった 



が、 幸いに 事な し。 

「管 野さん へ 焼夷弾 落下、 燃えて います！」 叫び声が 

聞こえた。 これ はいよ いよ 始まった かと 思って 門の 前 

へ 出て 見た が、 火 は 見えず。 裏へ まわって 英に 防空壕 

の 一 方 を 埋めさせる ことにして、 その あと 陽子 (※次女) 

と 晴彦と 協力し、 かねて 積んで あった 土の 箱 をお ろ そ 

うとした が、 なかなか 重くて 動かない。 やっと 引お ろ 

して 埋めに かかった が、 土が 足りそう もない。 時間 は 

かかる。 病気 中の 昌彦 (※三男) におば さんと 暢彦 (※次 

男) をつ けて、 裏手の 林へ 避難させる。 

私 は 表へ 廻った。 と、 相 変らず すごく 落ちる。 もう 



音響に も 火の 色に も 神経が 麻痺して 何ともない。 屋根 

の 上に 何 かが 落ちて、 どえらい 音が した。 焼夷弾で は 

なさそう だ、 火が 見えなかった から。 

(翌朝 見たら、 油脂 焼夷弾の 筒の 外被と 導線 管で あつ 

た。 いずれも ーメ ー トルの もので、 外被 は英 のす ぐ そ 

ばへ 落ち、 導線 管 は 私のう しろへ 落ち、 大地に 深い 溝 

を 彫って いた)。 

私 は 幾度 も 家 を 見廻った が、 異状な し。 よって 表に 

近い 松の木の 下の 素 掘りの 穴に、 出来るだけの 物 を 入 

れて、 土 を 被せて やろうと 思った。 

まず わが 部屋の 引出し を 投げ込んだ。 それから 皆の 



たのであった。 

五月 一 一十 七日 

〇 夜 は 明け 放 たれた。 起 出て みたが、 夢の ような 気が 

する 

六月 十日 

(※以下、 新聞の 切抜き) 

ぜんじ ひんぱん 

敵機の 本土 爆撃 は 漸次 頻繁、 大規模と なりつつ ある 

が、 四月 十六 日から 五月 三十 一 日までの 空襲 被害 状況 

とその 特色が、 当局の 調査に よって まとめられた。 



それによ ると 四月 十六 日 以後 一力 月間 は、 沖緦 作戦 

を 有利に 導く ため 戦略爆撃 を 主と し、 九州、 四国 方面 

の 航空基地、 あるいは 航空機 工場 を 目標と していた が、 

五月 十四日 以後 再び 大都市 無差別爆撃 を 開始し、 戦略 

的 効果 をね らうに 至り、 五月 十四、 十七 日 名古屋 に、 

二十 三、 二十 五日 東京、 二十 九日 横 浜に 来襲した。 

この 空襲で 注目され るの は、 二十 九日の 横 浜 爆撃で 

従来の 夜間 爆撃 戦法 を やめ、 午前の 晴天 時に 来襲して 

いる ことで、 六月 一日の 大阪 爆撃と 併せ考える 時、 今 

後 敵 は 白昼 の 無差別爆撃 を 行なう y 」 とが 予想され る。 

また 他の 特色と して は、 



( 一 ) 多数 戦闘機の 護衛 を 伴い 来襲し (二) 港湾 水路 

に 機雷 敷設 (三) 宣伝 ビラ 散布の 執拗な 努力 をして い 

る f とな どで ある。 さらに 警戒 を 要する y ,1 と は 衛星 都 

巿 ないし 中 都巿、 交通の 中心地に 爆撃 を 加える 傾向の 

ある ことで ある。 

四月 十六 日から 五月 三十 一 日までの 空襲で、 皇居、 

赤 坂 離宮、 大宮御所 も 災厄 を 受けた が、 大宮御所の 場 

合 は 夜間 爆撃と はいえ、 月明の 中で 広大な 御苑の 樹林、 

芝生の ほとんど 全部が 焼けた だれる ほどに 焼夷弾 を投 

下した こと は、 単なる 無差別爆撃で なく 特別な 意図 を 

抱く 行為で ある こと は 明らかで ある。 



万人と 推定され、 この 期間 中に 静岡、 浜 松に も 相当 被 

害 あり、 九州、 四国、 山陽 方面に も 戦略爆撃 による 被 

害が あった。 

機 来襲 

三月 二 千 機 

四月 二 千 五 百 機 

五月 三千 機 

5\g 横 浜 Bgr 五 百 機 P 百 機 正午 頃 

大阪 東部、 北部、 尼ケ 崎へ 

神 戸 東部、 芦屋 Bgr 三百 機 



6/9 尼ケ 崎、 明 石 Bgr 百 三十 機 朝 

6\^ 日立、 千 葉、 立 川 Bgr 三百 機 ps、 

七十 機 朝 

6/U 立 川 ps、 六十 機 正午 頃 

六月 十 一 日 

〇 昨日 も 今日 も 敵機 は 来襲。 いずれも 白昼で ある。 た 

だし、 我家の 方に は投 弾せ ず、 もっぱら 立 川と 溝 ノロ 

か 犯 江ら しい 方面へ 落として 行った。 昨日 は Bgr 三 

百 機で、 日立 や 千 葉へ も 行った。 そして 硫黄 島 発の P 

s を 七十 機 伴な つていた。 折 柄、 臨時 八十 七 議会 を 開 



会 中で、 戦時 緊急措置 法案 上程の 最中だった が、 議会 

は 午前中 休会の やむな きで あ つ た。 

今日は ばかり 六十 機、 また 立 川へ。 

これら は 本格 上陸作戦の 直接 準備と 解すべき か、 私 

は、 まだ 少し 早い と 思う。 

とにかく 千 葉に はも はや 八十 万ぐ らいの 精兵が 集つ 

ている らしく、 いつでも 敵 を 迎えう つ 体制と はなって 

いる。 しかし まだ 現地の 姿 は 静かに 見える。 

〇 武 井さん という 律義で 正直な 大工さん を 中 川 君の 妻 

君が 紹介して くれ、 前から 鶏舎 ゃ炬鐽 など 作っても 

ら つ ていたが、 この 前の 五月 一 一十 五日の 空襲の 翌日 (二 



十七 日) ふらりと 姿 を 我家へ 現わして くれた。 実は 女 

房から 「裏の 防空壕の 入口の 木が 地上 一 尺 ほど はみ出 

している ので、 これ を 切って ほしいから、 手が すいて 

いたら 来て ほしい」 と 手紙 を 出して 置いた ので、 見に 

来て くれた 訳。 

ところが 武 井さん の 顔 を 見る と、 地下 物置が 作りた 

くな り、 武 井さん も 「それ は 必要 だ」 といって くれた 

ので、 急に 話が まとまって 建造に かかった。 材料 は 物 

置 を こわした。 二 軒のう ち 一軒 は、 萩原さん の もの を 

買 取る ことにした。 これ 以外に 柱 二十 本、 トタン 板 十 

坪が 入用。 これ は 梅 月さん に 頼む。 梅 月さん も 「この 



ず、 朝に は 必要と なる ので、 出したり 入れたり の 日課 

がふえ た。 

昨 十日 昼間の Bgr 三百 機 来襲に は、 蒲団な ど を 入 

れて、 ふうふう いった。 これに は 目下 不在 中の 同宿 者 

たる 中 川 (※八十 勝) 君と 良 太 (※朝 永) 君の もの を 担ぎ 入 

れ るのに、 相当 骨 を 折った からで ある。 敵機が 去った 

ので、 出さねば ならぬ 段取りと なった が、 腹 も 減って、 

昼飯 を 一 時間 早く 請求、 これでよ うやく 力 を 出して 取 

出す ことが 出来た。 

中 川 君、 昨日 広 島より 帰京して いる 害のと ころ、 今 

日夕 刻に 至る も、 まだ その 姿 を 見せず。 昨日の 空襲で 



豊橋 I 掛川 間が 不通と なった 事故の ための 延着 かと 

思って いたが、 この 分で はそう でもな さそう に 見える _ 

〇 昨日、 日 大山 田 君 来宅、 過日 陸軍 軍需 本廠 研究 部へ 

売却した 技術 科学 書 及び 雑誌 代と して、 金 四百 六 円 七 

十 銭 を 届けて くれた。 

〇 今日 関東 配電の 鈴木老 が、 電灯 線 不通の 状況 を 見に 

来て くれた。 高 階さん の 向こうの ところで ポ— ルゃト 

ランスが 焼け、 柱が 燃え 折れて いるので、 やっぱり 当 

分 通電は むずかしい らしい。 

七月 十四日 



みたが、 これ はかえ つて 国民の 反感と 憤慨と を 買った。 

そんなら なぜ 初めに 天王山 だ、 関ヶ原 だとい つたの だ 

と、 いいたくなる わけ だ。 

これに 対して、 鎌 倉 円覚寺 管長の 宗海 和尚 はこう 

いっている。 「沖緦 は 天王山で あり、 関ヶ原で ある。 

あれ は とられた が、 ぜひとも 奪還し なければ ならぬ、 

それほど 沖緦は 重要な ので ある、 という 風に 持って行 

くべき じ や」 この 説 まことに 尤もで ある。 最近で は 遠 

藤 長官が、 この 奪還 論 を 掲げる に 至った。 

〇 昨 十三 日 午前 零時 頃、 久方ぶ りに 敵 Bgr 五十 機 京 

浜 地区 を 夜襲し、 川 崎、 鶴 見 を 爆撃した。 爆弾と 焼 夷 



事 や、 空襲 下の 平 磯から ようやく 開通の 列車で 帰って 

来た ことな ど を 話して、 諒解して 貰った。 

しょうけつ 

〇 中小 都市の 爆撃が 始まり、 猖獗を 極めてい る。 そ 

のさき がけ は、 五月 二十 九日の 横 浜 市への 五 百 機 来襲 

であった。 

〇 御影の 益 兄さん 一 家 も、 芦屋、 御影、 神 戸 東部の 濃 

密 爆撃の ため、 全焼した。 しかし 一 同 無事。 

姉さんと 圭介君 は、 益 兄さんの 勤務して いる 広 島の 

近くへ 行く し、 咲 ちゃんと 修 ちゃん は 御影へ 残る こと 

となり、 それぞれの 友人の 宅に 置いて 貰う。 ほかに 良 

ちゃん (※朝 永 良 太) はう ちに 下宿 中、 洋ー 一 君 は 商船学校 



に 在学 中で、 一家 六 分離した 状態と なった。 

〇 親類です でに 戦災せ る は、 牛 込 岩 松 町の 山中 作巿氏 

一 家、 ほかに 樋 口 (中 野)、 中条 (代々 幡)、 常 田 (厩 

橋) である。 

〇 清水 も 過日、 濃密 夜 爆 を 受けた という。 羽 部 家 は 如 

何かと 案じて いるが、 たぶん 大丈夫 だと 思う。 町 はず 

れ にある からそう 思う ので ある。 

〇 偶然 焼け残った というと ころ はない。 懸命の 努力で 

消火し たれば こそ 焼け残つ たので ある。 

〇 本 十四日、 敵 機動部隊 は 再び 艦載機で 攻撃 を 開始し 

た。 時刻 は 同じ 五 時半より。 地域 は 主として 東北 方面 



である。 

七月 十五 日 

〇 昨 十四日 は 釜 石が 敵艦隊の ため 艦砲射撃 を 受けた。 

本州 艦砲射撃の 最初で ある。 

きどうぶ た い 

〇 昨 十四日 は、 二次のに B 来襲。 主として 東北 及 北 

海道 南部。 

〇 やはり 昨日、 森 村 義行君 を 玉 川 電車の 一 列 行列の 中 

に 見出す。 聞けば 「焼けた よ」 との 事、 「フ アベル をす つ 

かり 焼いて 残念 だ」 といって いた。 フ アベルと は 独逸 

の 鉛筆の ことで ある。 うちに あるの を 少し 分けて あげ 



たこと じ やろう。 

〇 本日 地下 物置の もの をす つかり 出して 乾す。 昨日の 

嵐に、 大分 浸水した からで ある。 これ も アメリカのお 

蔭 かと、 憤慨しながら 力 を 出す。 

七月 一 一十 六日 

〇 一昨日、 中部 以西へ Bgr 七 百 機、 その他 小型 機 合 

計 二 千 機 来襲す。 これまでの 記録 破りの 賑 かさなり。 

折 柄、 ポツダムに 於いて スタ ー リン、 トル— マン、 

チヤ ー チルの 三 頭 会談 を 開催中で あり、 その 宣伝効果 

を ねらった ものと 報道され る。 わが 方の 飛行機 さつば 



縁故 先に 適当な のがな く、 それに 差し当たり 食糧が 果 

してう まく 手に入る かとい う 問題が あるので、 危険で 

も 何でも 縁故へ 落ちついて、 まず 食べられる 安心 を 求 

める ので ある。 食 はなに しろ 皆が 毎日の こと だから 大 

変な 仕事で ぁリ、 問題で ある。 

〇 昨夜 Bgr 五十 機ば かりが 午後 十 時 頃より 京浜 地区 

に 侵入、 主として 川 崎 を 爆撃した。 折 柄 満月であった 

が、 煙が だんだん 高く 天空に のぼり、 せっかくの 月の 

光 を 消して しまった。 ふと 「鵜 飼」 を 思い出した。 

零時 半 頃に は、 「最終 機」 などの 言葉が 警報に 出る。 

まだ 数十 機 そこそこで あるから 「最終 機 一 などと 安心 



到着して いて、 酒宴が 始まって いた。 たいへんな 御馳 

走で、 目 を まわした。 酒 も かなり ある 様子。 酒 を 飲ま 

ぬ 私 は、 意地き たなく 食いす ぎて 腹 を こわすまい ぞ、 

近頃 食い なれない もの を 口にして 腹 をいた めまい ぞ、 

と 自分に 言い聞かせつつ、 いろいろと 御馳走に なった。 

あとで 鳥 や 肉 やの 御馳走 をそう 思い出さず、 イカの 

塩から と トマトの 味が ひどく うれしくて、 忘れ かねた。 

八 時 過ぎた とき、 誰かが もう 失礼 しないと 都電が お 

しまいになる ので はない かとい つた。 まだ 八 時 過ぎた 

ばかりで、 都電の 赤電 (※終電の 別称) が ある 箬は ある ま 

いと 思って いると、 岡 東が 時計 を 見て、 ああ、 そろ そ 



の 方 もこれ に 乗って 下さい。 警報が どうなる かわかり 

ません から、 すこしで も 先に 行って おいて 下さい」 と 

時宜に 通じた 注意 を 出して いる。 

くらやみの 中に、 ぎゅうぎゅう つめられる。 能率が 

わるい。 ひどく 押される。 三 軒 茶屋で 降りて、 乗 替え 

を 待つ。 

電車 は なかなか 来ず。 そのうち の 爆音が 近づい 

て 来る。 「そら B 公 だ」 と 空 を 仰ぐ が 見えない。 その 

うちに 遠ざかって いった。 しばらくして、 また 爆音が 

近づく。 「単発 だ。 味方 機 だよ」 と 誰 やらが 眩く。 も 

うすつ かり 耳の 訓練の 出来て いる 都民 たちだ。 



思った が、 夜に 入っても 三十 機ば かり 押しよ せた。 

八月 九日 (その 一 ) 

〇 去る 八月 六日 午前 八 時 過ぎ、 広 島へ 侵入した Bg- 少 

数 機 は、 新型 爆弾 を 投下し、 相当の 被害 を 見た と 大本 

営 発表が あった。 これ は 落下傘 をつ けた もので、 五、 

六 百メ — トル 上空で 信管が 働き、 爆発す る。 非常に 大 

きな 音 を 発し、 垂直 風圧が 地上の ものに 対して 働く ば 

かリ か、 熱線 を 発して 灼く。 日本 家屋 は 倒壊し、 それ 

による 被害者 は 少なくなかった。 熱線 は、 身体の 露出 

部に 糜爛 を 生じ、 また 薄い シャツ や 硝子 は 透過して、 



熱 作用 を 及ぼす ので ある。 

広 島の 死傷者 は 十二 万人と いう。 これ は 通信 省へ 

入った 情報で ある。 右 新型 爆弾の 惨虐 性に つき、 新聞 

論調 は 大いに 攻撃す ると ころがあった。 

新聞発表 は 八月 八日で あつたが、 この 日 は 対策が 示 

されなかった。 李※ 公 殿下 も 御 戦死 (七日) 爾来 一機 

の も 油断なら ずと して、 壕内 待避 をす る 事と なつ 

た。 

「敵 は、 新型 弾 使用 開始と 共に、 各種の 誇大なる 宣伝 

を 行ない、 既に トル— マンの 如き も 新型 爆弾 使用に 関 

する 声明 を 発して いるが、 これに 迷う 事な く、 各自 は 



それぞれの 強い 敵愾心 を もって、 防空 対策 を 強化せ ね 

ばなら ぬ」 と A 新聞 はこの 日の 報道 を 結んで いる。 

〇 わが 家の 措置と して は、 情報 判断に より、 つとめて 

裏の 防空壕に 入る こと、 表の 地 下物 置 は 蒲団 を か ぶ る 

ようにし、 上からの 爆風に 耐える よう 何 か 考える こと 

(畳 を 重ねて 上に 置く こと も 一 つ)、 素 掘壕の 上に 何 か 

置く こと (大本 箱 を 置く こと も 一 つ)、 素 掘壕を もっと 

深く、 かつ 横穴 式に 掘って みる 事、 もう 一 つ は 疎開の 

こと を 考え直す こと。 尚 もし 家屋が 倒壊 すれば、 その 

資材 を 使って、 地下 家屋 を 建てる 事に すれば よろしい。 

心配の 一 つ は、 農作物が これによ つて やられる であ 



ろうから、 今年の 米の 収穫 は 非常に 減少す る 事で あろ 

う。 そのための 食糧 対策と して、 ィモ 系の もの をた く 

さん 作って 置く 必要が ある。 その他の 保存 食糧の 入手 

についても、 努力せ ねばならぬ。 

積極的 対策と して は、 飛行機 増産に より、 敵機 を 侵 

入 させぬ よう 努める 事が 肝要。 

(昨夜 あたり は、 いつにな く 味方 夜間 戦闘機が 相当数 

出て、 上空 を 警戒して いた) 

〇 敵が 追い 追いと 新しい 威力 を 備えた 新兵 器 をく リ出 

す 事 は、 かねて 予想され た 事であって、 今 さら 驚く に 

当たらない。 日本が サ クラの 爆薬 を もち、 風船 爆弾 を 



と、 その 新兵 器の 実力 以下に 評価され る 時代が 必ず 出 

てく る。 

V 一 号 (※ドイツの 開発した、 有 翼の ロケット 爆弾 機) 出現 当時 

の ロンドン その他の 混乱 はたい へんな もので あつたが、 

それの 対策が 出来る と共に、 巿民は 平静 さ をと リ 戻し、 

被害 は 少なくな つた。 わが 特攻隊の 出現 は 敵陣 を大恐 

怖せ しめたが、 今では いろいろの 対策が とられて、 或 

る 程度の 効果 を あげてい る。 すなわち 特攻隊の 通路に 

三重 四重に 戦闘機 隊の網 を はる 事、 弾幕 を 完全な もの 

にす るた め 船舶の 対空砲火 を 増大す る 事、 内地の 航空 

基地の 攻撃 激化、 Bg- 等に よる 本土 空爆の 強化、 これ 



八月 九日 (その 二) 

〇 「今 九日 午前 零時より 北満 及 朝鮮 国境 を ソ連 軍が 越 

境し 侵入し 来り、 その 飛行機 は 満州 及 朝鮮に 入り 分散 

銃撃 を 加えた。 わが 軍 は 目下 自衛の ため、 交戦 中な り」 

と ラジオ 放送が 伝えた。 

ああ 久しい かな 懸案 状態の 日ソ 関係、 遂に 此処に 至 

る。 それと 知って、 私 は 五分ば かり 頭が ふらつ いた。 

もうこれ 以上の 悪事 態 は 起こり 得ない。 これ はいよ い 

よ ぼや ぼやして いられな ぃぞと いう 緊張 感が しめつけ 

る。 



かに 決まる であろうが、 興れば 本懐 この 上な し、 たと 

え 亡ぶ とも わが 日本 民族の 紀元 一 一千 六 百 五 年の 潔ぎ よ 

き 最期 は 後世 誰かが 取上げて くれる であろうし、 そし 

て、 それが また 日本 民族の 再起 復興と なり、 われら 幽 

ほこら 

界に 浮沈せ る 者 を 清らかに して 安らかな 祠 に 迎えて 

くれる 事になる かもしれ ない ので ある。 

此の 期に 至って、 後世 人に 嗤ゎ るるよう な 見ぐ るし 

き 最期 は 遂げまい。 

と +P 

わが 祖先の 諸 霊よ！ われらの 上に 来りて 倶に 戦い、 

まち 

共に 衛り 給え。 われら 一 家 七 名の 者に、 無限 不尽の 力 

を 与え 給わん こと を！ 



である。 

最後の 御 奉公 を 致さん。 

今日より は かえり 見なくて 

大君の 醜の 御楣と 

出で立つ われら は 

〇 暢 彦が英 に 聞いて いる。 

「なぜ ソ連 は 日本に 戦争 をし かけて 来たの？」 

彼らに は 不可解な ことであろう。 

ふびんで あるが、 致し方な し。 

<• 月 十日 



し 得ざる かぎり、 対米 発言力 は 急速に 低下し、 究極に 

於いて 日本と 同じ 地位にまで 転落す るであろう。 

原子爆弾 創製の 成功 は、 かくして すべて を 決定し、 

その 影響 は 絶対で ある。 

各国 共に、 早くから その 完成 を 夢み て、 狂奔、 競争 

を やって きたの だが、 遂に アメリカが 第一 着と なった 

わけ だ。 

日本 はこ こで も 立ち遅れと、 未熟と、 敗北と を 喫し 

たねけ だが、 仁 科 (※芳 雄。 原子核の 研究に 取り組み、 理化学 研究 

所に 日本 初の サイクロトロン を 建設した 物理学者) 博士の 心境 如 

何？ また わが 科学技術 陣の 感慨 如何？ 



八月 十 一 日 

〇 海 作 班 (※海軍 報道 班 文学 挺身隊) 第三 準備 会に て 我家に 

集合。 倉 光 (俊 夫)、 間宫 (茂 輔)、 角 田 (喜久 雄)、 湊 

(邦 三)、 村 上 (元三)、 鹿 島 (孝 二)、 摂津 (茂 和)、 小 

生の 八 名 集まる。 

今日は 宿題 を 検討す る 予定な りしが、 それよりも ソ 

連の 参戦、 原子爆弾 のことの 方が 重大と なった ので、 

この こと を 検討す。 

「天皇に 帰 一 し 奉れ」 という 湊 君の 説、 「生きぬ い て 作 

家と して 新しき 日本 を 作る 基礎 をつ くれ」 という 間宫 



れる。 

いかなる 条件 を 付した かわから ぬが、 国体 護持の 一 

点 を 条件と する ものら しい ことが、 新聞 面の 情報 局 総 

裁談 などから うかがわれる。 

午後 二 時 迄に、 その 返答が 米英から 届く そうだと、 

新田 君が 来て いう。 

〇 とにかく、 遂に その 日が 来た。 しかも 突然 やって来 

た。 

どうす るか、 わが 家族 を どうす るか、 それが 私の 非 

常な 重荷で ある。 

〇 女房に その 話 (※家族 全員で 死ぬ こと) をす こしば かりす 



る。 「いや あねえ」 とくり かえして いたが、 「敵 兵が 上 

陸す るの なら、 死んだ 方が まし だ」 と 決意 を 示した。 

それならば それ もよ し。 ただ子 供 はどう か？ 

子供 も、 昨日の わが 家の 集会 を 聞いた と 見え、 ある 

程度の 事情 を 感づいて いるら しい。 「残って いるもの 

を 食べて 死 ぬんだ」 といったり 「敵 兵 を 一人 やっつけ 

てから 死にたい」 という 晴彦。 

青酸 加里の 話まで 子供が いう。 私 はすこし 気持ちが 

かるくな つたり、 胸が また 急に いたみ 出したり である 

しちしょうほうこく 

暢彦 (※次男) は 学校で 最近 「 七生報国 (※七た び 生まれ 

変わって、 国に 報いる の 意)」 という 言葉 を 教わ つ て 来たので 



しきりに それ を 口にする。 私 も 「七生報国」 と 書いて 

玄関の 上に かかげた。 

〇 自分 一人 死ぬ の はやさし い。 最愛の 家族 を 道 づれに 

し、 それ を 先に 片 づけてから 死ぬ というの は 容易なら 

ぬ 事 だ。 片 づける 間に 気が 変にな りそう だ。 しかし そ 

れは 事に あたれば 何でもなく 行なわれる ことで あり、 

きゅう 

杞憂で あるか もしれ ぬ。 

八月 十三 日 

〇 朝、 英 (※夫人) と 相談す る。 私と して はいろ いろの 

場合 を 説明し、 いろいろの 手段 を 話した。 その 結果、 



(※この 日、 海 野が したためた 遺書 を、 以下に 引く) 

遺 書 

一 、 事態 茲ニ 至ル 

大 御心ヲ 拝察 シ 恐懼 言葉 ヲ 識ラズ 

一 、 佐 野 家 第 十代 昌ー ヲ始メ 妻英、 長男 晴彦、 ニ男暢 

彦、 三男 昌彦、 二 女 陽子 ノ六 名、 恐レ乍 大君 二 殉ズル 

コトヲ 御 許 シ願フ 次第 也 

一、 一族 憒激シ 、絶頂 二 在 ルモ、 倶ニ抱 キ朗顔 ヲ見交 

ハ シテ、 此ノ世 ヲ去ル 



神 崎 昌雄殿 (英ノ 実兄) 

世 田 谷 区 世 田 谷 一 ノー 〇 二 七 

小 泉 佑 一 殿 (昌ー ノ 実弟) 

豊島区 千 早 町 ニノ 一 七 

朝 永 良 夫 殿 (甥) 

同居 中 

永 田 徹郎殿 

香川県 観音 寺 海軍 航空基地 気付 

ゥ三三 八 士官 室 

永 田 朝 子 殿 (娘) 

永 田 正徳殿 (婿ノ 父) 



鹿 見 島 巿天保 山 町 五八 

岡 東 浩殿 

麻布 区 本 村 町 二 六 

中 川 八十 勝 殿 

同居 中 

村 上勝郎 先生 (友人) 

若 林 町 四 〇〇 

萩原 喜 一 郎殿 (大家 サン) 

山 岡 荘八殿 (友人) 

若 林 町 一 一 〇 

大下 宇陀児 殿 (友人) 



豊島区 雑 司ケ谷 五ノ七 一 一 一 

柴田 寛 殿 (友人) 

世 田 谷 区 三 軒 茶屋 一 三 一 

以上 

右 東京都 世 田 谷 区 若 林 町 一 七 九 

佐野昌 一 

(※引用、 終わり) 

八月 十四日 

〇 万事 終る。 



〇湊 (邦 三) 君と 街頭で 手 を 握りあって 泣く。 

〔#改 丁、 左 寄せで〕 

降伏 日記 ( 一 ) 



し、 国際 信義に もとり、 世界平和と 新しき 問題た る 地 

球 防衛に 欠く ると ころ あり、 また、 日本 民族の 美点と 

さんじょ 

生長と を 芟除す る ことになる。 

にんじよ く 

もちろん 苦難 忍 辱の この 途 である。 一通り や 二通 

りの 覚悟で はっとめ 切れない。 日記 を 書く の も 反省 以 

て 新しい 勇気 を 起こさん ためで ある。 



八月 十五 日 

〇 本日 正午、 いっさい 決まる。 (※戦争 終結の 詔勅 を 放送) 

きょうく 

恐懼の 至りな り。 ただ 無念。 



〇 昨夜 妻い ねず、 夜半に 某所へ 到らん とす。 これ を 停 

めた る 事 あり。 

妻に 「死 を 停まれよ」 とさと す。 さとす はつらし。 

死に まさる 苦と 辱 を 受けよ というに ある なれば なり。 

妻 泣く。 そして 元気 を 失う。 正視に たえざる も、 仕方 

なし。 ようやく 納得す。 われ 既に 「大義」 につく 覚悟 

を 持ち 居りし なり。 

八月 十八 日 

〇 井上 (康 文)、 鹿 島 (孝 二) 君 来宅。 

〇 熱 あり、 ぶった おれて いたり。 



八月 十九 日 

〇 村 上 (元三) 君 来宅。 

〇 岡 東浩君 来る。 うれし。 

〇 ようやく 気 も だいぶ 落 付く。 され ど、 考えれば 考え 

る ほど 苦難の 途 なり。 任 はいよ いよ 重し。 

〇 夜半、 忽然と して 醒め、 子供 をい かにして 育てん と 

する かの 方途 を 得たり。 長大息、 疲労 消 ゆ。 有難し、 

有難し。 

〇 けさ、 広 鳥 惨害 写真が 新聞に 出た。 



八月 一 一十 日 

〇 熱 は 少しく 下がりし ようなる も、 体 だるし。 英 (※夫 

人) も 疲労し、 やつれ 見え、 痛々 し。 しかし 今日 割合い 

元気に なりぬ。 

〇 宮様 (※東 久邇 宫稔彦 首相) 又もや 御 放送。 

〇 「大義」 を 村 上 先生 (医師) へ、 「大義 抄」 を 奥山 老 

士 へ 貸す。 

〇 「維摩 経 新釈」 を 読み はじむ。 

八月 一 一十 四日 

〇 昨夜より 今朝 迄、 十一 一時間に 亘リて 雷鳴 つづく。 



〇 防空 総 本部より 発表 あり。 敵 爆弾に よる 死者 二十 六 

万人 (うち 原子爆弾 死者 九 万人) 負傷 四十 万人。 罹災 

者 九 百万 人。 これ は 樺 太、 台湾 を 除く 人口の 六 分の 一 

に 当たる。 都巿 戦災 八十 巿、 うち 大半 焼失せ る もの 四 

十四 巿 なりと。 

〇 遠 藤 長官 発表して 曰く 「戦前の 飛行機 生産高 は 月産 

五 百 機、 昨 十九 年 六月 は 三千 機、 本年に なって 工場 疎 

開 や 爆撃 熾烈の 中に も 一 千 台 を 維持し 得た リ」 と。 

〇 米 機、 明日より わが 本土に 監視 飛行 を 開始す る。 

〇 疲労 まだ 恢復せ ず、 無理に 起きて いる 病人の 如し。 

〇 電灯の 笠 を 元 どおりに 直す。 防空 遮蔽 笠 (ボ— ル紙 



製) を 取 除き、 元の ような シェ— ドに 改めた。 家の 中 

が 明るくな つた。 明るくな つたこと が 悲しい。 しかし 

光の 下にし ばらく 座って いると、 「即時 灯火管制 を 廃 

して、 街 を 明るく せよ」 といわれた 天皇のお 言葉が、 

つよく 心に しみて きて、 涙 をお さえ かねた。 

〇 いかなる 事 ありと も、 外出のと き はや はり もんぺ を 

はくべし、 と 命令し 置く。 

〇 暗幕 は そのまま にして置く。 外から 視 かれぬ よう、 

また 時には あたり を 暗く して 置く 必要 ありと、 思いし 

が 故で ある。 

〇 手紙 を 書く こと を 極力 ひかえ つ つ あり。 



八月 一 一十 六日 

〇 昨 二十 五日、 果して 来 軍機、 監視 飛行 を 始める。 台 

風 気味の 低雲 をつ いて、 全身 を 鉛色に 塗った グ ラマン、 

二 機 以上の 編隊で しきりに 飛ぶ。 子供 は よろこぶ。 

〇 天候の ため、 連合軍の 上陸 は、 四十 八 時間 順延と なつ 

た 由。 

〇 十 七日 信 州で は 「陸海 軍に 降伏な し、 日本 航空隊 司 

令官」 と 伝単 (※宣伝 ビラ) をまい たそうな。 

〇 井上康文 (※口語 自由詩で、 民衆の 現実 を 描こうと した、 「民衆 派」 

の 詩人) 君の 詩、 昨 二十 五日 夜 放送 さる。 いやな 気がし 



八月 一 一十 八日 

〇 本日、 厚木へ 米 先遣部隊、 空輸に て 着陸す。 テン チ 

大佐 以下 百 五十 名。 

〇 その 前日に、 十七 隻の米 艦相模 湾に 入港。 本日 は 約 

七十 隻に ふえ、 戦艦 ミズ— リ号 (※降伏 文書の 調印式 場と し 

て 使われた) も その 中に 在り。 

〇BS ゃグ ラマンが 屋根 すれすれに 飛び まわる。 その 

たびに 窓から 首 を 出して みる。 子供 は 屋根への ぼる。 

〇 朝、 村 上 君 来宅 ありし。 

八月 一 一十 九日 



弾 は 単に 爆風と 火傷の みならず、 放射 物質に よる 害 も 

加える ものである ことが 証明され た。 

これ は 東大 都 築 外科の 都 築 (※正 男) 博士が、 丸山定 

夫 一 座 (※移動 演劇 隊桜 隊。 広 島 滞在中、 原爆に 遭う) の 女優、 仲 

さん を 手当てしての 結果で ある。 

なお 博士 は 二十 年 前、 アメリカの レントゲン 学会で、 

これに 関した 報告 を 出した ことがある。 レントゲン を 

ゥサギ に 三時 間 かける と 全部 死ぬ。 二 時間 かける と、 

二週間 後までに 九 割 死ぬ というの である。 来 人 はそん 

な 場合 は 実際に は 起こり 得ない と、 非 実際なる を嗤っ 

たが、 今日 原子爆弾 によって その 研究報告の 値打ちが 



燦然と 光 を 増した わけで ある。 

八月 三十 一 日 

〇 あの 日 以来 読んだ 本。 杉 本 中佐 遺稿の 「大義」 山 岡 

荘八君 著 「軍神 杉 本 中佐」 江 部 鴨 村 著 「維摩 経 新釈」、 

「名作 文庫」、 「芭蕉の 俳句 評註」。 そしてい ま 涙 香 (黒 

岩) 先生の 「幽霊 塔」 を 読みつつ ある。 

〇 三十日 以来、 来 機うる さく 屋根の 上 を 飛び まわる。 

監視 飛行 かもしれ ぬが、 ちとうる さきこと である。 

もっと 高空 を 飛んだら よかろう に。 屋根 すれすれ を 飛 

び 居る。 



〇 本日 午前 九 時 十五 分、 東京湾 上の 米 戦艦 ミズ— リ甲 

板 上に て、 わが 全権 重 光 (※葵) 外相、 梅津 (※美 治郎) 参 

謀 総長 は、 連合軍 総司令官 マッカ— サ— 元帥ら の 前に 

進みて、 降伏 調印 を 終る。 

かくて 建国 三千 年、 わが国 最初の 降伏 事態 発生す。 

〇 この 日 雨雲 低く、 BS 其の 他 百 数十 機、 頭上 すれす 

れに、 ぶんぶん 飛び まわる。 

〇 サイ パ ン 放送局の 祝賀 音楽 聞こえる。 

アナ ゥンサ ー は 「今上陛下」 という 言葉 を 使う。 あ 

たり 前の ことで ある ものの、 最初 ちょっと 意外に 感じ 

た。 



〇 農村に 来な く、 大 さわぎになる とか。 今度からの 供 

出 は、 多分 承知し まいで あろうと 思われる との 事。 そ 

うなれば 一 大事 だ。 

o ム 「一 侠の 清 瀬 一 (※弁護士、 政治家。 戦後、 公職追放 処分 を 受け 

るが、 東京 裁判で は 東条英 機の 主任 弁護士と なる) 氏の 放送の 要 al_ 

「原子爆弾が 人道に 反し、 国際条約に 反する こと は歴 

然 たり。 こういう もの を 使用せ る 者 こそ、 戦争犯罪 者 

であると 思う が、 それ を どう 処置す るの か、 今 晚は議 

論す るつ もり はない。 その 被害の 真相 を 今度の 臨時 議 

会に おいて 発表 されん こと を 望む。 そうすれば 世界中 

へ この 事が 知れる であろう」 



私 も 思う。 なぜ、 原子爆弾 をい きなり 使った か、 降 

伏しなければ 投下す る、 と 予告し なかった のか。 私 は 

, J の 点が 合点が 行かぬ。 その 予告の 下に 投下 すれば、 

アメリカ 側 もも つ と 寝覚めが い ぃ箬 であ つたろう に。 

原子爆弾で 広 島に 起こった 地獄 図 絵 を 画いて、 ァメ 

リカ はじめ 各国へ 配って はどう かと 思う。 そして かか 

る 惨虐 行為が 再び 行なわれない ようにしたい。 

〇 私が 曳 かれる こと は 確実 だ。 ドイツで は 九 万人が 曳 

かれた。 自分の こと は、 すでに 「死」 を 思いた つたと 

きから 覚悟の 上 だが、 わが 家族の 上に 果してい かなる 

悲運が 下る であろう か。 それ を 思う と、 胸が ふさがる。 



九月 十二 日 

〇 東 条英機 大将 を 戦争犯罪人 として 米軍が 拘引に 行つ 

たと ころ、 自殺 を はかり 失敗。 

九月 一 一十 四日 

〇 アメリカ合衆国 日本 州の 感 深し。 誠に 東京 は、 その 

感 いちじる しきもの あり。 

しかし アメリカ 軍の 諸事 業 (アメリカ 軍の ための も 

の) は、 いずれも 適切な ものば かり。 私が かって 戦争 

中、 大いに 進言、 力説した ところの ものが、 今ァ メリ 



力 軍に よって 行なわれ るの を 見て 感慨無量 だが、 お 役 

人 や 軍人 指導者 達 も さぞ や 別の 意味で 感慨無量 であろ 

う。 とにかく 人間 研究 を 怠り、 民生 を 尊重せ ず、 熊 さ 

ん 八つ あん を 奮い立た せる ように 持って行かないで 大 

戦争 を 経営した 彼ら は 確かに 愚かであった。 

十月 七日 

とラ とう 

〇 あまり 日記 を 書く 気持 も 起こらない。 世情 は滔々 と 

移り変わりつつ あり。 

目下 幣原 (※喜き 郎) 内閣 陣痛 中な り。 (十月 九日 内閣 

成立) 



それよりも 気になる の は 食糧事情 であり、 配給 はい 

よいよ 微力と なった。 過日の 台風に よって 本年 は 稲が 

遅い 開花 期 を やられて 不作 確実と なり、 朝鮮、 台湾、 

満州 を 失った のに 加えて 泣き面に蜂の ていで ある。 

庶民 は 盛んに 買 出しに 出かける が、 その内 情 を 聞け 

ば、 預金 はもう 底が 見え、 交換 物資の 衣料、 ゴム 靴、 

地下足袋 等 ももう なくなろ うとし、 いよいよ 行 詰まり 

の 一 歩 手前の 観 ある。 やがて は 買 出し も 出来なくなる 

ものと 思われる。 配給な どが 適正に 行なわれ なくなれ 

ば、 次に くる もの は 何 か。 S るべ し。 



十月 十九 日 

〇 もう ほとんど 諦めて いた 徹 郎君の ことが、 本日 突然 

好転した。 鹿 児 島から 二通の 手紙が 来たので ある。 十 

月 二日と 同 七日に 差 出した 二通の 手紙 だ。 それによ る 

と徹 ちゃん は 既に 鹿 児 島に 帰郷して いて、 防空壕 こわ 

しゃ 薪割りに 時間 を 潰して いるとの こと。 朝 子 (※長女) 

はもち ろん 無事。 だいぶ 腹が とび 出して 来て、 まだ 生 

れぬ 子供が 盛んに 動く 由。 「まあよ かった」 と、 英も大 

よろこび。 誰の 口から も 歌が とび 出す。 ここ 二 力 月ぶ 

リ のこの 通信に、 一家 は 蘇り、 笑声 も 聞こえる。 もう 

安心 だ。 神 ffl にみ あかし をと ぼして お礼 を 申 上げる。 



面 殉死 者」 などと 記されて いる。 

仮埋葬 は 都内 六十 七 力 所。 既設 は 谷 中、 青山の み。 

あと は 錦 糸、 猿 江、 隅 田、 上野 等の 大小 公園 や、 寺院 

境内、 空地な どに 二、 三千ず つ 合 葬 

錦 糸 公園 一万 二 千 九 百 三十 五 柱 

深 川 猿 江 公園 一万 二 千 七 百 九十 柱 

を 筆頭に、 合計 七 万 八 千 八 百 五十 七 柱 (姓名 判明 セ 

ル モノ、 八 千 五十 三 柱)。 

十月 一 一十 八日 

〇 光文社の 創刊す る 「光」 に、 わが 文 「原子爆弾と 地 



球 防衛」 出る。 

〇 過日より 清水 市の 安達 嘉ー 君、 鴨の 綿 貫英助 先生、 

福島県の 河 野 広 輝 君、 長野県の 小 栗 虫太郎 (※小説家) 君 

来宅。 昨夜 は 清 宫博君 も 来宅、 麻雀 をす。 近頃 旧友の 

来宅 ひんぴん たる は、 戦争 終了の 事態 を はっきり 反映 

し、 うれしと もうれ し。 

十月 一 一十 九日 

〇 ィ— デン前 イギリス 外相 は 二十 六日、 リ ー ズ 大学で 

次の 如く 演説した。 

「世界 は 疑いな く 非常に 危険の 只 中に あり。 原子爆弾 



の 警告が ある にもかかわらず、 すべての 国民 はいがみ 

合って いる。 第三 次 世界大戦 は、 人類の 滅亡 を 意味す 

るであろう」 

十 一 月 十四日 

〇 朝来より 血痰 ぁリ しが、 夜に 入りて 少 々念入りに 赤 

き 血 を 吐く。 

十 一 月 十八 日 

〇徹 郎君より 長文の 手紙 来る。 目下の 心境 を 綴りて 悲 

i_n (す。 同 管 にたえず。 



〇 起きる。 喀血 はよう やくお さまり たる ものの ごとし 

〇 庭に 月光 白し。 

もう 空襲 もな く、 静かな り。 終戦す るな どと は、 あ 

の 頃 全く 思わ ざり しが …… 。 

〇 臥床 中 読みた る もの、 左の 如し 

一 、 子規 著 「仰臥 漫録」 その他 

二、 寺 田 (寅 彦) 先生 「地球物理学」 

三 Minute Mysteries 

四、 江戸 怪談 小説 

怪談 全書、 英草帋 

五、 「空間と 時間」 (途中) 



丄ハ、 涙 香 著 「白髪 鬼」 

十 一 月 一 一十 日 

昨日 渉外 局 発表に よるに、 左記 諸氏、 戦争犯罪人と 

して 収容 せられし 由 (十七 日 巣 鴨 刑務所) 

荒木 貞夫 大将 

南 次郎 大将 

松 井 石 根 大将 

小 磯 国昭 大将 

真 崎 甚三郎 大将 

本庄 繁 大将 (自決) 



白鳥 敏夫 氏 

鹿 子 木 員信 氏 

久原 房 之 助 氏 

外 一 名 (計 十 一 名) 

本庄 大将 は 自決。 

十 一 月 一 一十三 日 

〇 きょうは 晴彦 (※長男) の 誕生日。 例に より 晴天な り。 

〇 野菜と 魚 の※ が とれて 今日で 三日 目。 魚の 配給 日が 

二日お くれて 今日に なった が、 すずき 一片が 金 十七 円 



也。 これで はどうしても 手が 出ない と、 うちの 隣組で 

は 棄権。 せっかくの 晴彦の 誕生日 も、 これで は 魚 を 

祝って やれない。 そこで この 前 買って おいた 鮭 缶 を あ 

ける。 白い 御飯と ごぼうと にんじんの 精進揚げに、 英 

の心づ くし こもる。 皆うまい うまい とたべ る。 

十 一 月 一 一十 四日 

〇 ビ タ ミ ン C の 注射液が ついに 皆無と な つたので、 や 

む を 得ず 探しに 町へ 出る。 

〇 浅 草へ 初めに 行く。 三月 十日の 空襲から 二日 後に 

行って 以来の こと。 小 本堂 出来、 朱塗りの 色 も 鮮やか。 



〇 カャバ 橋の 焼け跡で、 ィモを 出して 昼食 をと る。 片 

手に アルミの 凸凹 水筒 あり。 目の前の 食堂に は、 まぐ 

ろ さしみ 一人前 金 五 円の 大貼 札が あって、 二十 四、 五 

人が 列 をな していた。 

〇 きょうの 買物 

ヘア ピン 二十 四 本 六 円 

鍋 穴 直し 一 円 

箸 二 組 三 円 六十 銭 

カレ— 粉 三 袋 五 円 二十 銭 

( 一 円 八十 銭 宛) 

薬 (ェ— デ ー 五 百 粒) 三十 七 円 五十 



みかん 十二 個 十 円 

雑誌 三 冊、 絵本 一 冊 二 円 九十 銭 

〇 きょう 見た 売 物 

魚 ほうぼう 十 尾 (浅 草) 十 円 

グ 冷凍 サバ 一 尾 (蛎殻 町) 三 円 

" すずき 百匁 (日本 橋 三越 前) 十五 円 

くらかけ 橋 傍 

猿 また (絹) 三十 七 円 

綿 靴下 十 円 

綿 ハンカチ ー フ 十 円 



り。 氏名 左の 如し、 

〇 梨 本 宮守 正 王 

〇 平沼骐 一 郎、 広 田弘毅 

〇 有 馬 頼 寧、 後藤 文 夫、 安藤 紀三 郎、 井田 磐 楠、 菊 地 

武夫、 水 野 鍊太郎 

〇 本 多 熊 太郎、 天羽英 二、 谷 正 之、 青木 一男、 藤 原 銀 

次郎、 星 野 直樹、 池 田 成彬、 松 坂 広 政、 中島 知久 平、 

岡 部長 景、 桜 井 兵 五郎、 太 田 耕 造、 塩 野 季彦、 下村宏 

〇 鮎川 義介、 郷古 潔、 大食 邦彦、 津田信 吾、 石 原 広 一 

■ n パ 

〇 畑 俊 六、 秦彦 三郎、 佐 藤 賢 了、 河 辺 正 三、 中村修 人、 



〇 世 田 谷 名物 ボロ 巿、 昨日と 今日と 開く。 今日 行って 

みたが、 人出 にぎやか。 十 円で 一 山の みかん (小さい 

のが 二十 個 位)、 一本 五十 銭の ィモ 飴、 一皿 二 円から 十 

円のお でんな どが みられた。 

ほ のリ 

屋根の ある 家に、 新 乾し 海苔と て、 近頃に ない 色黒 

く艷 よろしい もの を 発見、 一帖 八 円の もの 五帖買 求め 

て 土産に した。 ほかにみ かん 十 円。 

高 村 悟 君と、 読売の 元の 講演 部長 小 西 民 治 氏と に 行 

き 会った。 御両 所と も 敗残兵の 如し だが、 自分 もまた 

御両 所以 上に ひどい 姿で ある。 日本の 現状 を まざ まざ 

と 二人の 友人の 上に 見た。 



〔#改 丁、 左 寄せで〕 

降伏 日記 (二) 



〇 坪 内 和 夫君 年始に 第一 の 客と して 入来。 

〇 楽ち やん も 年始に。 

〇 夜 子供の ため、 風に 絵 を かく。 矢の 根 五郎 を 鳥居 清 

忠の 手本に よりて うつす。 

〇 国旗 を 掲ぐ。 

〇 畏くも 詔書 慎 発。 (※天皇、 神格化 否定の 詔勅。 いわゆる 人間 

宣言) 民主 々 義を宣 せら る。 

一月 二日 

〇 快晴。 

〇 自分の 部屋 を 大掃除す。 雑巾 も 使う。 



だるま たこ 

〇 風が 十五 も 出来て、 次々 に 絵 を かく。 達磨 あり 蛸 あ 

はんにゃ 

リ 般若 あり。 

〇 本日 年賀の 客な し。 

〇 麻雀 二回 戦。 

一 月 三日 

〇 快晴。 

〇 すべて 静かに、 日頃の 雑音 も 聞えず。 また 砜の絵 を 

描く。 

〇 年賀 客。 小 野 富弥君 (小学校 同級生)、 吉岡専 造 君。 



一 月 四日 

の ^> 

〇 初 仕事に 懸る。 大 日本画 劇の 紙芝居 脚本 『蚤の 探偵』 

士 一景。 

〇 朝、 湯殿で 洗面のと き 咳 をして 腰の 筋 をち がえ 痛く 

て やり切れない。 

〇 ふしぎに 暖く、 十 一 度な り。 

〇 后 七 時の 放送に、 マ 司令部 発の 二 重大 指令 を 報ず。 

官 公職 就任 禁止 及び 排除 (※公職追放) と、 国体 (※超 国家 

主義 団体) 解散 令な リ。 

総選挙 を 前にして 本 令の 施行 は 頗る 効果的な り、 政 

治 及び 政府 要員 は 殆んど 完全に 旧態 を 切開 せらる。 進 



歩 党の 如き は 首脳部 を 根 こそぎ 持って行かれる。 

幣原 内閣 も 改造 か 総辞職の 外な く 一 嵐な リ。 

共産党 は 本 令 を 更に 拡張し 地主 や 下級 官吏 等に 及ば 

しむべし と 論ず。 

戦敗 国 なれば、 斯く 入れ 替 るべき は 当然に して、 日 

本 政府 自らな すべ かりし 事なる を マ 司令部に よりて 断 

行され たる は 笑止 なれ ども、 そこ が 敗戦国の 虚脱ぶ リ 

ならん。 宫 仕えが いやにて 昭和 十三 年 迹信省 を 去り 

し 私と して 本 令の 施行 は 何等 興味な し。 

〇 萩原 犬 祖母さん、 昨夜 死去。 享年 八十 歳。 お 悔みに 

行く。 (香奠 金 四 拾 円) 



〇 小 栗 虫 太郎、 信 州より 出て 来る。 うちへ 泊る。 談尽 

きず。 彼、 大 元気な り、 雄鶏 社の 話もス ラスラ 行きけ 

るよ し。 

きぎた かたろう 

o その i 刖に 木々 ー咼 太郎 (※探偵小説 家、 生理学 者。 本名 は、 林籙) 

氏 来宅。 久 振りに 将棋 を 囲む 事 四 回、 三 勝 一 負。 

この 友 は 益々 公私 共に 潑淛 活躍 中。 

一 月 十日 

〇 新聞に、 マ 司令部の スポ— クス • マンと 新聞記者と 

の 省 内 会合 席上、 出版界の 話が 出た と 伝う。 近く 処理 

また 

あるべく、 執筆者 も 亦 適宜 処断 ある やに 伝う。 



これ も然 方な し、 勝てば 官軍、 負 くれば なり。 

〇 岸 本 大尉 始めて 来宅、 徹 (※永 田 徹郎。 長女 朝 子の 婿。 元- 

海軍 大尉) ちゃんの 奮戦ぶ り を ちょっぴり 伺う。 

〇 偕成 社の 名作 少年 小説に 「探 小」 を 入れる こと はき 

まった。 同社 復興の ため、 私 は 同情 執筆 を 快く 承諾し 

たわけ だが、 他の 友人に 執筆 をす すめる ために は、 そ 

の 条件で は 困る ので 申入れ をした。 

〇 講談社の 稿料 十 円より 一 一十 円へ あがる。 

〇 探偵小説 雑誌 案 いろいろと ぁリ、 筑波 書林の もの は 

既に 発足した。 乱 歩 (※江戸川 乱 歩。 探偵小説 家) さんのと 

ころへ 持 込まれた 他の もの は 断った 由。 但し 乱 歩 氏 は 



平凡 社へ それ を 申入れ るとの 事。 

〇 水 谷 (※準) 君 も 昨年 博 文 館 を 退社した る 由。 博 文 館 

は あの 社長さん ではもう 駄目 だ。 そして 戦争 中 編輯 

局長たり し 水 谷 君の ために も 退社 はよ ろしい。 いずれ 

いいと ころから 礼 を 厚く して 招聘が あろう。 しかし 当 

分 作家へ 復帰しても らいたい と 思って いる。 

〇大 下 (※宇陀児) 君 は 町会 長が 忙しく、 書け ないで 困つ 

ている らしい。 どこか 執筆 場 を 求めたがって いるよう 

だが、 町会 長 をして いる 間 は 所詮 駄目だろう。 それと 

も ハツ キリ させて 政治家へ 前進す る も 悪から ず。 しか 

し 私たち は 作家 専門に 戻る を 希望す る。 



一 月 十二 日 

〇 旧臘 二十 九日、 鵬原正 広 (湊山 小学校 同級生) は 梅 

田 線に て 乗車のと き、 人に 押されて ホ ー ムょリ 電車の 

下に 落ち、 電車 は そのまま 発車し、 両脚 鑠断、 頭部 裂 

傷に て憒 死した。 その 旨 夫人 愛子さん より 悲歎の 言葉 

を 以て 通知 あり、 驚愕 且つ 暗然と した。 

同じく 級友 小 野 君 も 東 松原 線に てレ— ルへ 落ち 頭に 

裂傷 を 負いし 由。 

二月 二日 



応 いいの だが、 さて 書いて 行く と、 自然、 ィ— ジ— ゴ— 

イングに なって、 筋の 発展性に 乏しく、 テンポに 精彩 

が 欠けて くるた め、 失敗と なった ことが 少 くなかった。 

今度の もの は それ を 未然に防ぐ ために、 筋 をす つかり 

決めて しまったの だ。 従って 書いて 行く に 従って 自由 

性が なく、 固着が 情熱 をよ び 起す に 至らない 欠点 は あ 

るで あろうが、 それと 並行して、 又 いくつかの 利点 も 

生じる だろうと 予測して いる。 

〇 過日、 共同 制作と いう ことにつ いて 角 田 喜久雄 (※小 

説 家) 君と 話 合った。 私 は 一 つの やり方 を 示し、 同 君の 

批判 を 乞うて 置いた。 これ も 勉強の 一 つと して、 ぜひ 



一 度 は 実行に 移して みたい と 思う。 

〇 朝 子 (※長女)、 去ル 一 月 二十 六日 十八 時 三十 五分、 男 

子ヲ 分娩、 共 二 元気 ノ旨、 只今 (十六 時) 鹿 児 島ノ徹 

チャン ヨリ 入電。 コ ツチ ノー 同 躍 リア ガッテ 喜ブ。 

私 「とうとうお 爺さんお 婆さんに なった ぞ」 

英 (※夫人) 「女の子の 名前 だけし か 書いて 送らなくて 損 

をした ね。 こんど は 皆 揃って 東京へ 来て くれる のが 楽 

しみ だ」 

陽 (※陽子、 次女) 「電報と 声が したんで、 あたしが 玄関へ 

あまり 勢よ くと び 出して いった もんだ から、 郵便局の 

人が 笑って いたわよ」 



暢 (※暢 彦、 次男) 「へえ。 じゃあ 郵便局の 人、 中 を 読んで 

知ってい たんだよ」 

晴彦 (※長男) 「やっぱり おれの いったと おり、 ちゃんと 

男の子 だ」 

昌彦 (※三男) 「わし はお じさんだ」 

〇 「育郎」 という 名前が ついた 由。 七 百 八十 五 匁。 

一 一月 八日 

〇 雪 あがり、 どんどん 融け 始む。 

〇 いよいよ 時事 通信 甲府 版の 「超人 来る」 執筆 を始 む。 

第 一 回 を 漸く 書きた るの み。 



〇 佑さん のと ころの 「蝇 男」 出版に つき、 初校 をな す。 

(自由 出版社) 

一 一月 十一 一日 

〇 小 栗 虫太郎 二月 九日 夕 六 時 脳溢血に て 倒れ 翌 十日 午 

前 九 時 死去す、 断腸 痛惜の 至りな り、 花 を 咲かす 一 歩 

手前に て、 巨星の 急逝 は 痛恨の 次第な り。 

雪折れの 音 凄じ ゃ大桜 

享年 四十 六 歳。 

新 探偵 雑誌 LOOK に、 江戸川さん と共に 追悼 文 を 



一 一月 十七 日 

o 本日より モラ トリ ャム (※金融 緊急措置 令。 新 円 発行、 旧 円 

預金 は 封鎖) 施行。 

そ の 他 関係 法令と して 物価 制限 令 や 隠匿物資 供出 令 

など も 出る。 これにて 本当に 物価が 下って くれれば い 

いが、 どうなる のであろう か。 

物価の 落着く までの 混乱、 事業の 縮小、 もし 支払 制 

限 令の 金に て 食えず、 飢餓に 陥ったら どうなる のか、 

例によって 財閥、 指導 階級 等の 脱法行為 如何な どと、 

いろいろ 気になる ことば かり。 



大衆 をき ゆうきゅう 追いつめながら、 一 方に は 会社 や 

資本家に は ど つ と 新 円 を 下ろさせる 銀行の 不徳と 政府 

の 反 民主 政策 は 呆れる 外ない。 

どこへ 行く か、 新 日本。 そして 日本人 大衆。 

〇 昨日 は 選挙。 東京 二 区 は 三 名 連記で ある。 友人 作家 

の 石 川 達 三 君と、 社会党の 三 軒 茶屋の 鈴 木 茂三郎 氏と、 

自由党の 東洋 経済 新報 社長の 石橋 湛山 氏と に 投票した。 

〇 晴彦は 去る 九日 首尾よく 都立 十二 中 (千歳 中) の 入 

学 試験に 合格した。 英 と共に 心配 半 歳、 漸く 芽出度 解 

決して、 ぐったりと 疲労 を 覚えた。 

〇 原稿料 は 封鎖 支払 だと 大蔵省 は 決めた。 そして 各社 



は 封鎖 小切手ば かり をよ こす。 まことに 張 合の ない こ 

とで ある。 一方、 われら 自由 職業 者へ は 一ヶ月 五 百 円 

を 封鎖より 下ろす ことが 出来る のと、 家族 六 人に つき 

八 百 円 (今月から は 六 百 円に 減少) と を 下ろす のと 合 

計 千 三百 円で 生活 をし なければ ならぬ が、 迚も それで 

はやり かねる。 客が 来れば 煙草 も 出さねば ならぬ し、 

茶 も わかさねば ならず、 原稿用紙 を 買い、 速達 料 を 払 

い、 炬鐽を 電気で やるな ど、 皆、 新 円に てす るし かな 

ことごと 

い。 しかも 向う から 貰う ものが 悉 く 封鎖で はかな わ 

ない。 

そうなる と 人情で、 どうも 書く のに 張 合が 出て 来な 



て、 盛んなる とき は 紙に もとり 能わず。 洗面器に も 吐 

く 暇な く、 息つ まリ そうにて 胸が ごと ごとい いて その 

まま 血 をのみ こみたり。 村 上 先生 来診、 応急 措置 をい 

たされ、 咳と め 注射のお かげに て 陶然と なりぬ。 この 

喀血 は 一 一 一日 間 相当 ありて 全量 一 一 百グ ラ ム 位 かと 覚えた 

リ。 村 上 先生 毎日 三度 来宅、 懇切なる 手当 をつ くされ、 

その 甲斐 ありて 十日 目に は 血痰 も 消えたり。 十四日 目 

ょリ 床上に 起き 上る 事 を 許されし が、 この 二週間 例年 

になき 発熱の 日つ づきた る こと 故、 寝て いる ことの 辛 

さ、 ことに 枕に 頭 をつ けての 食事 は、 機関車の 中に あ 

るの 想いに て 苦しき ことなりき。 (※前 妻の たか 子 は、 一九 



二 六 (大正 十五) 年に 結核で 死亡。 看病に 当たった 海 野 も 感染し、 いつ 

たん は冋復 したが、 一九 四 二 (昭和 十七) 年に 海軍 報道 班員と して 南方 

に 派遣され た 際、 再発して いた) 

七月 一 一十 六日 

〇 異状な し。 

〇 朝、 常 田君漢 口よりか えりて 初めて 来訪 あり、 話 を 

聞く。 精神力と 幸運に て、 か ぼ そき 方の 身体の 所有者 

たる 君 は 助かったり。 (目下、 千葉県) 

〇 安達 君 来り、 かつぶ し を 土産に くれる。 

〇 女房 大分よ ろし。 安達 君が 私 を 叱りて 軽挙 を 戒める 



のでたい へ ん御 きげんな り。 

〇 育郎ち やん、 ちょうど 生後 半年。 今、 うちに 在り、 

+6 らま 

元気に て、 ひっくりかえりて 腹 匐う 事 を 覚えたり。 父 

親の 徹 郎君 は 過日 広 島へ 赴き、 新 就職。 

七月 一 一十 七日 

〇 浪速 書房 「心臓の 右に ある 男」 の 校正 後半 出る。 

八月 一 日 

〇Bgr 三十 機 編隊に て 上空 を 飛ぶ。 沖 縛と ガム 島よ 

りの 来 部隊な りと。 昨年の 爆撃の 味 は 未だ 新たな り。 



今日は 安心して 空 をう ち ながめたり。 さすがに 大きな 

る 飛行機なる 哉。 皆々 鉄 格子に つかまり、 午 飯 を 忘れ 

て 見上げたり。 

〇 颱風 去りた る も、 驟雨し きりな り。 たちまち 庭も路 

も 川と なる。 

八月 四日 (日) 

〇 順調な り。 

〇 加 藤戒三 氏、 見舞に 来て くれる。 牛の 血から 製した 

ブル ティン 第一 号 壶缶を 寄贈され る。 血の 損失に 痛い 

私に はありが たい 贈物な り。 



〇 蒼鷺 幽鬼 雄 (※海 野の 別 ペンネ ー ム) の 第二 作 「血 染の昇 

降 機」 を 書き 始める。 

八月 五日 

〇 漸く 暑気 回復 せんとす。 われ 順調な り。 

〇 昨夜の 夢、 椎茸 飯、 長 野 先生の 授業に サボして 口実 

に 困り 居る 所 を。 

〇 来客 

松 竹 事業部 宝 田 氏 

シナ 戦線 五ケ 年の 話。 右 耳朶、 心臓 横にう けた 弾 

丸 及 迫撃砲 破片の 話な ど を。 



〇 「地獄 一 丁目」 など かいて 夜に 入りて 子供 をお どか 

して よろこぶ。 

八月 八日 (金) 

〇 昨日 薬 を もらい そこねて、 今朝 は 薬 抜きな り。 

〇 写真 機屋さん 来る。 小型 映画の セメントと フィルム 

二 本と オシ スコップ 届けて くれる (九十 五 円)。 岡 東 

君より 預かり 中の 映写機 を テストす。 モ— タ— の 廻転 

せ ざり しもの、 油 を 入れて やっと 回復す る。 

〇 「小国」 の 原稿、 蒼鷺 もの 第二 回の 「血染 の 昇降機」 

を 書き 了え る。 三十 枚で、 さっぱり まとまらず。 書き 



お土産に 持って来て くれる。 

〇 久保田 氏の 発足 を 支援して 「地中 魔」 一 冊 を 整理し 

てまと める。 外に 「のみの 探偵」 と 「月世界 探険」 で 

ちなみ 

あるが、 この 二つ、 かなり 手 を 入れた。 因に 白 楊 社と 

いう 名で 立つ よし。 

〇 田 久保氏 (元 海軍 少佐、 青葉 二分 隊長) 来宅。 大ぃ 

になつ かしい。 

十 一 月 十七 日 (日) 

〇 十月 中旬より 血痰が 出て、 静養して いたが、 本 月 上 

旬に はと まり、 今 は 治って いる。 この 数日 急に 寒くな 



(力 ゴシ マより) 

十 一 月 一 一十 六日 

〇 朝、 風 少し ありし が、 三 軒 茶屋まで 散歩に ゆきし と 

ころ 渋 谷への 引返し 電車 ありければ、 うっかり 乗って 

しまう。 当然 渋 谷へ 出たり。 上 通りより 道玄 坂の 右側 

を 通りて 下りる。 戦災の 焼 あとに 店 続々 と 出来ても の 

すごき 勢いな リ。 古本 三 冊 を 買う。 「日本 書道 家 辞典」 

と 「禅 語 辞典」 と、 森於菟 (※解剖学 者。 随筆家) 氏の 「解 

剖 台に 凭りて」 なり。 合計 九十 五 円。 餅 菓子 を 売る 店 

を 見て いるう ちに 九ケ箱 入の もの を 買いたり。 七十 五 



円な り。 

十 一 月 一 一十 七日 

〇 夜来 大雨。 

〇 炬燧 にて 引 籠もる。 

〇 「自警」 編輯 部の 前 川 氏 来、 五 回 続きの 連載 探偵 小 

説の 執筆の 依頼 を受 く。 

〇 東京 裁判、 リ チヤ— ド ソン 大将 を 証人に、 真珠湾 事 

件 等に つき 明かに す。 

(ラジオ 受信機 を 村 上 先生 のお 家に さし 上げし に 雑音 

しきりな りと かにて、 ちょっと 聞きに ゆく。 そのと お 



りなり。 この 項 二十 六日な り) 

〇 夜、 若 林 国民学校の 根本 先生 (昌彦 の 先生) 来宅。 

全教 組の スト 問題と 学校の 寄付金 問題に つき 明日 学校 

にて 理事 評議員 会 あると かにて 伝えに 来られし もの。 

病中に つき 欠席す る 旨 返事 をし、 その他に つき 意見 を 

交換せ り。 要は 教育改革 第一、 先生の 待遇改善 問題 第 

一 一な り。 

〇 電話 五 四 三 一 番 にかわる 由な リ。 

十 一 月 一 一十 八日 

〇 朝、 上 町まで 行く。 この 日 春の 如く 暖かな リ。 銀杏 



樹真 黄色に なりて 美しく 落葉 地に 敷く。 また 渋柿の 鈴 

なりが 遠景に 見えて これ また 美し。 

古本屋に て 石 原 純 (※理論 物理学者。 科学思想 家) 博士の 「科 

学 教育 論」 と 古い 本で 「科学 探偵 術」 というの を 買う。 

合計 一 一十 五 円。 

かえりに 松 蔭 神社 前 駅の 前の 古本屋に て、 延原 (※謙) 

氏が 要る と いう 事な りし ブル ドック ドラ モントの 

「フォア ラウンド」 を 買う。 三十 五 円な り。 

〇 小 栗 虫 太 郎君の 「有 尾 人」 と 「地軸 二 万哩」 の 二 冊 

を検 読す。 朱 線に て 為すべき ところ 方々 ある 外、 全く 

復刊 出来ざる もの 五つば かり あり。 了 後 それぞれ 博 文 



昨日と 今日と は 睡眠剤の ドル シン を 〇 • ニグ ラムず つ 

のみたり。 (英の 希望に よりて) 

〇 私 は 昨日の 雨に て、 のどの 加減 はたい へんよ くな つ 

たが、 こんど は 鼻 を やられた らしく、 しきりに くしゃ 

み 出、 演を ずるずる いわせる 仕儀と なった。 

これが 風邪の 第三 回の 開幕な リ。 

昨年と ちがって、 今年 は なぜこう 風邪ば かり ひくの 

か 訳が わからず。 昨年より はずつ と 肥って いるし、 抵 

抗カも ある はずなん だが。 もっとも 精神力 は 非常に 低 

下して いる ことが 自分に もよ く 分つ ている。 



十 一 月 一 一十 九日 

〇 鼻風邪い よいよ ひどく、 昨夜 は 枕 をぬ らした。 咽喉 

もいたい。 

〇 朝 子より 来 翰。 

〇 「科学 世界」 の 九 • 十月 号と 十 一 月 号 来る。 安達 嘉 

一 君が 科学 文化 協会の 事務 次長と なりて 最初の 編集の 

な， R ん ずく 

ものな り。 新 清に して 仲々 よろしく、 就中 「原子力の 

将来」 についての 木 村 氏の 記事と、 マ 司令部の ROX 

氏の 寄稿に 大いに 感動す。 この 旨、 安達 君へ 手紙 を認 

めた。 

〇 読者 ウイ— クリ— に 「鼠色の 手袋」 八 枚 を 書く。 



かと 思われる。 村 上 先生 来診。 念のためと トロン ボ— 

ゲン 5 c C を 注射。 

〇 愛育 社の 「電気」 を 少し 書く。 

〇 江戸川 さんより 速達 あり、 延原 氏へ 贈る 座蒲団 は、 

江戸川 さんと 小生の 連名と する 事に 相談 ぁリ。 値 は 一 

千円 位。 小生 病気に つき 現品 見つけ 方 及び 送り 方 は 全 

部 江戸川さん を 煩わす ことと なる。 

なお、 家の 中の 仕事と いえ ども、 やり 過ぎるな と 注 

意 あり、 返事 を 認めて、 そのこと よく 守りましょうと 

申し送った。 

向う 一年、 ピッチ を 下げて、 最 眩の 仕事 をし、 最低 



おばあさん を 心配 させて は 気の毒 この 上な しと 思い 英 

に 相談し、 きょうの うちに 祝 状と 金 を 祝 品 代と して 鎌 

倉へ 送る ことと した。 同時に 咲 ちゃんの 祝 も 同様にし 

て 送る。 

この 秋 以来、 婚礼 甚だ 多し。 こっちに は いささか こ 

たえる が (ふところ)、 まことに 芽 出た きこと である。 

吉田機 司 氏の 句に、 

女み な はらんだ 終戦 一 年 目 

〇 福 田 義雄君 来宅。 ちかごろの 真空管 はゲ ッタ ー の 研 

究が 進んで、 真空 化が 実に 手軽に なった 由。 送信 術で 

も 二十 五ケ 一 台 を 三十 分に て 排気 作業 完成し 完封す る 



十二月 一 一十 四日 

〇 電話が かわる。 永年 借りて いた 四 五 四 五番よ、 さよ 

ならで、 新しく 自分の ものと なりし もの は 五 四 三 一 番_ 

十二月 一 一十 五日 

〇英 と 私の 合同 誕生日 祝に て、 にぎり 寿司 をつ くる。 

マ グロ、 イカ、 タコ、 シメ サバ、 タイ ラガイに て 近頃 

になき 豪華の もの。 みなみな 腹 一 杯た ベる。 

十二月 一 一十 七日 



〇 いやに 暖し。 

〇 朝、 千代ち やん 来る。 

〇 おひる 頃に 橋 本 茂 助 氏と 三男 君 来宅。 炭 を もって 来 

て 下さる。 哲 男の 熱、 少し 下がりし 由。 シズェ さんの 

婚礼 は 十二月 一 一十 一 日に 新郎の 郷里に て盃 してす みし 

由。 

十二月 二十 八日 (土) 

〇暮 なれ どのん びりな り。 皆す る ことが ないから (金 

がない ので) 自然 のんびり するな り。 来客 も 皆 尻 長な 

り。 いつもの 慌 しい 募に 比べる と、 のんびり だけ はう 



れ しいが、 その 底に ある もの は 好まし からず。 

〇 夜、 竹 田 君 来宅。 「超人 来る」 二十 三枚 を 始めて 渡す _ 

酒 煙草に 三千 円か かるので、 生活費と して 女房に 二 千 

円し か 渡せない、 そこで 女房が 酒と 煙草 を やめて くれ 

れば 代用食 をく わないです むのに といわれ、 閉口す と 

なげいて かえる。 

十二月 二十 九日 (日) 

〇 痰 常体な り。 昨夜の は 歯から 出た ものと 分る。 

〇 温 さの こりて 凌ぎよ し、 晴れて 来る。 

ひもと 

〇 日曜 なれば、 暮も 静かな り。 川柳 を繙 くう ちに 昼 



となる。 子供達、 昨日の 餅に て 腹 ふくれの 態な り。 

〇 角 田 氏 来宅。 木々 (※高 太郎) 邸の 集りに 出かける 前 

によって くれし わけ。 行けぬ わけ を 申す。 海苔 五帖 

(渋 谷 百貨 街) いただく。 少し やつれ 見 ゆ。 お 子 達、 肺 

炎の あと 蛔虫に て 又いた めつ けられし となり。 

〇 松 平 維 石 君 来宅。 原稿の ことにて いろいろと 難儀な 

身の上ば なし を 聞く。 わが 体験 を はなし 激励し 置きた 

リ。 

〇 延 原さん が 誘いに 寄って くれる。 これ も 「自信なし 

自重したい」 と 弁じて 謝す。 江戸川 さんの 返金 を 頼ん 

だ。 きょうは 蒲 田で 说 線して 混み、 そして ォ ー バ ー の 



近く 哲男君 へ 伝えようと 思う。 

〇 ふじ 書房の 近 藤氏 来宅。 どうして 居らる るか、 素人 

のこと 故、 或いは 失敗せられ しかと この間う ちから 心 

配して いたと ころな ので、 うれしく 会う。 スロ ー モ ー 

らしい が、 仕事 はまず 順調に いってい ると 聞き 安堵し 

た。 私の 本 は 来年に まわる ので、 その 挨拶に 来られし 

わけ。 

十一 一月 三十 一 日 (火) 

〇大 三十日の 特徴 は、 速達の 原稿料 払いが 三つ 四つ も 

つづいた こと、 荒木さん が 印税 を 持って来て、 これが 



終りであった。 

こっち も 最終の 払い をす ませた。 小為替と 小切手で 

二 万 二 千円ば かり、 現金に て 五 千円 ほど 手許に のこつ 

た。 

〇 岡 東浩君 来宅。 葡萄 液と 角 ハムと キャン デ— 四つと 

を 貰った。 

こちら はめ じ まぐろで、 少しば かりあった 酒 を 出す _ 

そして 二 ュ —ジ ランドの オクス • タンの 缶詰 を あける _ 

たいへん 美味しい とよろ こんで くれる。 この 缶詰 は 半 

年 も あけずに 辛抱して いた ものである。 

〇 萩原 氏 はこの 家 を 売る という。 財産税 を 支払う に 金 



傍に 出来た。 こんなに はっきりと 二つの 世界が 出現し 

たの は 始めての 経験 だ。 松飾り も 買わない 正月 (ャミ 

屋を わざ わざ よろこばせて なにになる か)、 かま ぼ ザ J 

も きんとん も 街に は 売って いるが、 うちに はない 正月 

(高いだ けで はなく 粗悪で、 とても 買つ て 来て 届けら 

れな いと 魚屋さん がいう)、 汁 粉屋 だ 中華 料 理だ酒 だ 

何 だと 街に は 並んで いるが、 そっちへ は 近づき もしな 

い 正月 (ちがった 世界の 人々 のために 用意され たもの 

であろう) 前の 正月 は、 何にもなくて あっさりし 

ていたが、 こんどの 正月 はものが たくさんあって、 し 

かも それ は 買えない か、 インチキ もので 手出し をす る 



と 腹が たつ、 いやな 正月で ある。 昔、 話に 聞いた 上海、 

ペキン 

北京 や イタ リャの 町 風景と 東京 も 同じに な つ たわけで 

ある。 しかし、 これから 先の 正月 は、 更に それが 激化 

する ので はなかろう か。 

〇 ラジオ を 聴きながら 寝る。 菊 田 一 夫 構成の 「五十 年 

後の 今日の 今日」 の 苦し さよ。 そのうち 除夜の 鐘が な 

り 出す、 東 歙山寛 永 寺の かねが よく 入って いた。 



昭和 二十 二 年 

一月 一日 (曇) 



〇 五十 一 歳。 英は 三十 九 歳。 

陽子 十七 歳。 晴彦 十五 歳。 

暢彦 十三 歳。 昌彦十 一 歳。 

養母 六十 五 歳。 

〇 英、 頭痛に て 寝込む。 

〇 例 により、 炬鐽の 船長 相つ とむ。 

〇 賀状 もちら ほら 入って いる。 横 溝 (※正史。 探偵小説 家) 

君の 手紙 を 例に よりたの しみに して 一 番 おしまいに 披 

く。 私の 処女作 「電気 風呂の 怪死 事件」 が 昭和 三年の 

春の 『新 青年』 に 出た 頃の 秘話 (？) を 始めて きかし 

て くれ、 なつかしく なること 一通りで ない。 



〇 村 上勝郎 先生、 例によって 来診、 ビタミン B1 〔# 

「1」 は 下付き 小文字〕 と C の 注射 も 亦 例の 如し。 大三 

十日 以来 腹ャミ にて、 夜 も 元旦 朝 も 起され、 たいへん 

だった 由。 巷に 汎濫 する 食料品の いかがわ しさ 以て 知 

るべ し。 

〇 夜 は 親子 六 人、 八 畳の 炬燧を 囲んで、 雑誌 や 動物 あ 

わせに 賑 かに 更けて 行く。 いいお 正月 だ。 何 はなく と 

も、 また 前途に 何が あろうと も、 今夜ば かリ は。 

〇 江戸川 乱 歩 氏 は 几帳面に 一 号館 書房の 印税 割 あて を 

送って 来て 下さる。 二 千 八 百 二十 六 円 也。 これ 本年 初 

収入な リ。 



一 月 一 一十三 日 

〇 新春 以来 漸く 冬籠り 生活に 落着く。 

〇 血痰 は 週に 一 度 は 必ず あり、 但し まもなく 消えて し 

まう。 以前の ように 四日 も 五日 も 続く わけに も あらず 

みみず 

又 量 も そのよう に 多 くもなく、 中 蚯蚓の 三分の 一 ぐら 

いなり。 この頃 夜間の 咳 少しく ある こ ともあれ ど、 一 

体に 無し。 喀血と 称する ほどの ものに 遭わざる は 楽な 

- 1 o 

〇 この 家 (若 林 一 七 九) を 買って くれと 萩原の 喜巿さ 



んが 話に 来る。 財産税 仕 払に 金が 要る 由。 

〇 高橋栄 一先 生 (晴彦 の 元の 先生) を 岡 東のう ちへ 世 

話して 間 借に 及んだ ところ、 このほど 岡 東の 家が 進駐 

軍に 接収され る ことにな り、 二月 十二 日までに 立 退き 

を 命ぜられ、 上 を 下への さわぎな り。 友の ために 暗涙 

にむ せぶ。 入る は 中国人な りと。 

〇 織 田作 之 助、 三十 五 歳に て 死す。 

〇 ザ ラ紙ー 噠八百 円 は 安い 方。 千円 も 千 二百 円 もの 呼 

値さえ あり。 雑誌 社 悲鳴 を あぐ。 しかし 一 般に 出版業 

者 は 強気な り。 もっとも 蜜柑 四 個が 十 円の このごろ、 

一 冊 十五 円の 本 はき わめて 安し。 



〇 新春 以来の 執筆 原稿 次 のとお り。 

〃黒猫， に 「予報 省」 二十 七 枚 

〃自警， に 「地獄の 使者」 第二 回 分 二十 五 枚 

〃少年， に 「科学 探偵と 強盗 団」 の 第一 回 二十 二 枚 

"少年 クラブ， に 「珍 星 探険 記」 の 第一 回 二十 三枚 

* サン、 フォト ス 映画 部， のた めの 立案 「掌篇 探偵 

映画」 

〃函館 新聞社， の 〃サン ライ ズ， の 随筆 「炬燧 船長」 

六 枚 

„" エホ ン" の 「そら とぶ こうきち」 の 七 枚 

計 百 一 一十 四 枚。 



じころ さま 

〇 双葉 山、 呉 清 源の ついている 璽 光 様、 金 沢に てあげ 

、られ る。 (※新興宗教、 璽 宇 教教袓 璽 光尊、 幹部の 元 横綱 双葉 山、 棋 

士呉清 源ら、 食糧管理法 違犯に よ リニ + 一日に 逮捕) 

〇 佑さん 病気な おりて 本日より 出社。 

〇 小川 得 一氏、 ゥ ラジオに 健在な りと 自宅へ 往復 ハガ 

キ 来る。 家族 狂喜。 さり も ありぬべし。 

六月 四日 

〇 四 ヶ月 ほどこの 日記 をつ けずに 暮 したが、 この間に 

いろいろな ことがあった。 

〇 まず 弟 佑 一 君が 死んだ。 三月 二日の こと。 病名 は 結 



核 性 脳膜炎。 発病 後 三 週間 余に て、 あわただしく 逝つ 

た。 あんな 善人に、 天 は なぜ 寿命 を かさない のかと、 

私 は 恨めしく 思った。 戒名 は 佑 光良 円 居士。 

〇 私の 病体 は、 一応 落着いて いたよう に 見え、 四月に 

ちょつ と 失敗して 赤い もの を 出した。 

〇 一月に は 血痰が 十二 日、 二月に は 七日、 三月 は 四日 

位に 減って いたが 四月 七日に 小 喀血 (十 CC 位)。 

すっかり 自信 を 失う。 この 原因 はよ く は 分らない が 

一 一 一 軒 茶屋に て 見つけて 買って 戻った 百 間 随筆 全 輯六卷 

を、 一番 大きな 本棚の その上に 並べた が、 そのと き 患 

部の ある 左の 方の 手 を 使った ため かと 思う。 



と、 すこし は 咳 を 緩和 出来る らしい ことに 気 をよ くし 

て 元気 を 出す。 

くさめ はいけ ない と 分って いる。 くさめ が 出そう に 

なり、 いよいよ それが 出る までに は 若干 時間が あるの 

で、 出そう になる と、 鼻 を 指で こすったり、 鼻 をく す 

くす いわせた リ して、 極力く さめ を もみ 消す ので ある _ 

これ は 修練の 結果、 七 割ぐ らい は 成功。 

遂にく さめが 出る に 及んでも、 それ を 出さない よう 

に 最後まで 抑止す る。 

その 結果、 妙な 音響 を 発する。 鼻と 口と を 抑えて く 

さめ をす るからで ある。 鼻孔 を 出来るだけ 細く してく 
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底本の 親 本" 「海 野 十三 敗戦 日記」 橋 本哲男 編、 講談社 

1971 (昭和^) 年 7 月 M 日 第 ー 刷 発行 

※ノ— ト 2 冊に 書き残された 「空襲 都 日記」 と 「降伏 

日記」 は、 筆者の 死後、 海 野と 親交の あった 橋 本哲男 

氏に よって 編まれ、 「海 野 十三 敗戦 日記」 として 出版 さ 

れた。 同書で は、 1944 (昭和 S) 年に 月 7 日から 

翌年 5 月 2 日まで 分 を 「空襲 都 日記」、 5 月 3 日から 1 

945 (昭和^) 年に 月 ^ 日まで を 「降伏 日記」 とし 



ている。 

三 一 書房 版の 全集 編纂に あたって、 別巻 2 の 責任 編集 

者と なった 横 田 順彌氏 は、 「海 野 十三 敗戦 日記」 を 底本 

としながら も 構成 を あらため、 同書の 「空襲 都 日記」 

を 「空襲 都 日記 ( 一 )」、 「降伏 日記」 の 内、 1945 (昭 

和^ )5 月 3 日から 8 月^: 日まで を、 「空襲 都 日記 (二)」、 

残り を 「降伏 日記 ( 一 )」 とした。 さらに、 英 夫人より 

あらたに 提供 を 受けた 1946 (昭和 M) 年 ー 月 ー 日 

から 翌年 6 月 4 日までの 分 を 「降伏 日記 (二)」 として 

増補した。 

この ファイルの 作品 名 は、 「海 野 十三 敗戦 日記」 とした 



が 構成 は、 三 一書 房 版の 全集に 従った。 講談社 版に は 

橋 本哲男 氏に よる 解説 「愛と 悲しみの 祖国に」 が ある 

が、 全集 同様、 本 ファイル にも 同文 は 収録して いない。 

入力 者 注に よる 体裁の 記述 も、 全集 版に 基づいて 行つ 

ている。 ただし 全集で は、 大幅に 割愛して あった ルビ 

を、 本 ファイル では 補った。 講談社 版に は 橋 本 哲男氏 

が 注 を 付して おり、 全集 もこれ を なぞって いたが、 本 

ファイル では 新たに 入力 者 注と して 付け直した。 これ 

らの 作業に あたって は、 講談社 版 を 参考に させて いた 

だいた。 

※1945 (昭和^) 年 8 月^日に 海 野が 認めた 遺書 



を、 本 ファイル では 同日 付けの 日記の 末尾に 付した。 
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• 表記に ついて 

本文 中の※ は、 底本で は 次の ような 漢字 (g 外字) が 

使われて いる。 

田 口※ 三 郎氏泖 

第 4 水準 2,78-35 李 》 公 殿下 齲 野菜 と 魚の※ が とれて 



